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乗ってつなごう未来へ
KTR利用促進運動

　
「
み
ん
な
で
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
考
え
る
住
民
参
加
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
５
月
22
日
、
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）
で
開
催
さ
れ
、

沿
線
自
治
体
の
住
民
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
経

営
状
況
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
、
K
T
R
の
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「乗ってつなごう　未来の子どもたちへ」

私たちは、
私たちの大切な鉄道であるＫＴＲを守り、
次世代へつなぐことを宣言します。
今、私たちのＫＴＲを守り抜くために、

私たち自身が積極的に
行動することが求められています。

私たちにできることは、
1、　ＫＴＲが私たちのふるさとにとって、

なくてはならない
私たちの大切な大切なパートナーであることを
一人ひとりが改めてしっかりと認識すること。
2、　私たちが愛するふるさとを育み、

元気な地域をつくるため、
ＫＴＲとともに私たちが一緒に走り続けること。

3、　そのためにＫＴＲを一人ひとりが
こよなく愛し、

私たち自身の手で守り続けていくことです。
私たちは、先人の方々が

創り、育て、守り続けてきたＫＴＲを、
確実に次世代に継承する責任があります。

私たちは自ら積極的に行動し、
「乗ってつなごう　未来の子どもたちへ」

をスローガンとして、
私たち一人ひとりの力を
みんなで合わせて

取り組んでいくことを宣言します。

「乗ってつなごう　未来の子どもたちへ」

私たちは、
私たちの大切な鉄道であるＫＴＲを守り、
次世代へつなぐことを宣言します。
今、私たちのＫＴＲを守り抜くために、

私たち自身が積極的に
行動することが求められています。

私たちにできることは、
1、　ＫＴＲが私たちのふるさとにとって、

なくてはならない
私たちの大切な大切なパートナーであることを
一人ひとりが改めてしっかりと認識すること。
2、　私たちが愛するふるさとを育み、

元気な地域をつくるため、
ＫＴＲとともに私たちが一緒に走り続けること。

3、　そのためにＫＴＲを一人ひとりが
こよなく愛し、

私たち自身の手で守り続けていくことです。
私たちは、先人の方々が

創り、育て、守り続けてきたＫＴＲを、
確実に次世代に継承する責任があります。

私たちは自ら積極的に行動し、
「乗ってつなごう　未来の子どもたちへ」

をスローガンとして、
私たち一人ひとりの力を
みんなで合わせて

取り組んでいくことを宣言します。

私たちのＫＴＲ宣言

平成23年5月22日
　みんなでKTRを考える住民参加シンポジウム

＜宣言読み上げ＞
府立峰山高等学校３年生　木下  光 君

 

市
民
ら
６
０
０
人
が
参
加

特集

K
T
R
の
利
用
促
進
策
を
話
し
合
う

約600人の住民が参加したKTRシンポ（府丹後文化会館）

「
鉄
道
は
絶
対
に
必
要
」

「
K
T
R
利
用
者
が
減
少
」

「
通
学
を
支
え
て
ほ
し
い
」

　　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
京

都
府
と
兵
庫
県
、
沿
線
６
市
２

町
で
構
成
す
る
利
用
促
進
協
議

会
が
企
画
。

　

開
会
に
あ
た
り
、中
山
市
長
が

「
ま
ち
を
継
続
し
、発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
鉄
道
は
絶
対
に

必
要
。Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
か
け
が
え
の
な

い
役
割
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
再
認

識
し
て
も
ら
い
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
何
を

望
む
か
で
は
な
く
、
K
T
R
に
何

が
で
き
る
か
を
真
剣
に
考
え
、行

動
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　　　

最
初
に
、
K
T
R
の
大
槻
茂

社
長
が
「
平
成
５
年
度
の
３
０
３

万
人
の
利
用
者
を
ピ
ー
ク
に
21

年
度
で
は
１
９
９
万
人
ま
で
落

ち
込
み
、
１
日
あ
た
り
１
９
６
万

円
の
赤
字
が
続
い
て
い
る
」
な
ど

厳
し
い
経
営
状
況
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
協
議
会
事
務
局
か
ら

高
校
生
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど

K
T
R
利
用
者
の
声
を
紹
介
。「
観

光
で
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
地
域
の

活
性
化
に
は
不
可
欠
」（
観
光
事

業
者
）、「
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
や
、

弟
や
妹
の
通
学
を
支
え
て
ほ
し
い
」

（
高
校
生
）
と
い
っ
た
声
が
画
像

を
交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
現
在
、
丹
後
の
駅
を

利
用
す
る
高
校
生
は
８
５
０
人
。

通
学
時
は
満
席
で
車
内
は
学
生

で
溢
れ
る
が
昼
間
や
夜
間
は
閑

散
と
な
っ
て
い
る
現
状
」
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
K
T
R
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
高
校

生
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
元
会
長
な

ど
が
参
加
。「
月
に
１
回
は

K
T
R
を
利
用
し
よ
う
」
な
ど

利
用
促
進
に
向
け
た
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。（
４
・

５
ペ
ー
ジ
）。

　

最
後
に
、
利
用
者
を
代
表
し
て
、

峰
山
高
校
３
年
生
の
木
下
光
君

が
「
私
た
ち
の
K
T
R
宣
言
」（
次

ペ
ー
ジ
）
を
力
強
く
読
み
上
げ
る

と
、
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

K
T
R
宣
言
に
大
拍
手

あ
ふ

2011.06
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目　次

◆いま熱中していることは？
　丹後で〝新しい発見〟をすることです。人や
自然、食べ物屋さん、なんでも、少し見方を変え
てみると驚くような発見がありますよ。ジオス
ポットにも行きたいです。
◆京丹後市のおすすめスポットは？
　経ヶ岬灯台です。天気がいいと澄み渡った海
の向こうに能登半島が見えます。開放感に浸り
ながら缶コーヒーを片手に望む絶景は、格別です。
◆広報紙について一言
　レイアウトが良くて、読みやすいですね。特に、
写真で見せるフォトグラフは楽しみにしていま
す。

川戸 光代さん

昭和54年1月生まれの32歳。趣味は
ブレイクダンス(表紙写真）。昨年5月
の日本大会、同11月にフランスで開
催された世界大会で優勝する実力者。
現在、府立看護学校で看護師を目指
して猛勉強の毎日を送っている。

プロフィール

（弥栄町和田野）
よみつとかわ

今月の笑顔

　川戸さんは、今年のフェスタ飛天（８月７日）に
　出場予定です。世界級のブレイクダンスをご期
　待ください。

市政トピックス
市上下水道審議会へ諮問／一般般会計補正
予算（第1号）案を提出　ほか

Ｐ14
大宮町三重に伝わる奇習

index

まちのわだい Ｐ16

稚アユ3万匹を野間川で放流／丹波小児童
が震災被災地へメッセージ　ほか

京都府のひろば Ｐ18

地域医療の現場から Ｐ19

みんなの広場 Ｐ20

情報ファイル Ｐ24
京たんごスポーツ／生命の絆／市の文化
財／図書館だより／広報クイズ　ほか

京丹後人 14 Ｐ28
「ウインズやさか野」会長　今西 茅織さん（弥栄町）

Ｐ10

開局2周年記念特集
いま、「FMたんご」に注目。 Ｐ6

特集 KTR利用促進運動
乗ってつなごう未来へ Ｐ2
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パネル
　　ディスカッシ

ョンパネル
　　ディスカッシ

ョンパネル
　　ディスカッシ

ョンパネル
　　ディスカッシ

ョン KTRに私たちができることKTRに私たちができること

峰山町在住　高見 慧さん

　

商
工
観
光
業
は
お
客
さ
ま
が
来
て
く
れ
な
い
と
商
売
に
な
り
ま
せ

ん
。市
内
の
５
つ
の
駅
に
丹
後
ち
り
め
ん
製
の
お
も
て
な
し
看
板
を

５
枚
製
作
し
ま
し
た
。地
域
産
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
に
も
、都

市
部
を
結
ぶ
K
T
R
は
こ
れ
か
ら
も
絶
対
に
必
要
で
す
。み
ん
な
が

月
に
１
回
利
用
す
る
だ
け
で
赤
字
は
減
り
ま
す
。月
１
回
は
乗
り
ま

し
ょ
う
！

　

丹
後
は
一
つ
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
１
回
で
も
多
く
乗
る

機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。丹
後
を
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。丹
後
で
老
後
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
人
口
は

増
え
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
都
会
か
ら
孫
や
子
ど
も
も
K
T
R
に
乗
っ

て
き
ま
す
。人
口
を
増
や
す
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
と

K
T
R
の
発
展
を
同
時
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
但
馬
三
江
駅
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、地
元
応
援

団
を
結
成
し
ま
し
た
。素
人
料
理
の
店「
ぽ
っ
ぽ
や
」で
手
打
ち
そ
ば

を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
の
取
材
も
た
く
さ
ん
き
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
列
車
ツ
ア
ー
や
久
美
浜
駅
で
の
日
曜
朝

市
な
ど
の
四
季
の
イ
ベ
ン
ト
も
も
っ
と
広
く
発
信
で
き
る
と
思
い
ま

す
。み
ん
な
が「
乗
り
た
い
」と
思
え
る
鉄
道
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

高
校
生
の
K
T
R
利
用
は
増
え
て
お
り
、丹
後
の
通
学
生
徒
は
現
在

８
５
０
人
と
多
い
。
K
T
R
な
く
し
て
丹
後
の
高
校
の
存
立
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
K
T
R
は
駅
に
降
り
て
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
困
っ
て
し

ま
う
た
め
、バ
ス
と
の
連
絡
は
必
要
で
す
。
K
T
R
の
収
入
の
大
半
は
、

定
期
外
な
の
で
、観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
魅
力（
奈
具
海
岸
か
ら
の
車

窓
な
ど
）を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

K
T
R
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。も
し
地
域
の
交
通
が
バ
ス
だ

け
に
な
っ
た
ら
、丹
後
は
衰
退
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。久
美
浜

駅
か
ら
宮
津
駅
ま
で
の
片
道
１
時
間
の
乗
車
時
間
は
、勉
強
な
ど
有

効
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。友
達
を
誘
っ
て
K
T
R
に
乗
る
旅
行

に
も
出
か
け
た
い
で
す
。誰
も
が
K
T
R
を
快
適
に
利
用
す
る
た
め

に
は
、高
校
生
の
乗
車
マ
ナ
ー
の
徹
底
も
大
切
で
す
。

土井　勉 特定教授

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
の
総
会
が

５
月
22
日
、
峰
山
地
域
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
沿
線

自
治
体
の
市
長
や
町
長
、
議
会
議
長
、
商
工
会
長
ら

に
よ
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
支
え
る
た
め
の
協
議
の
結
果
、「
沿

線
住
民
40
万
人
の
行
動
指
針
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

沿
線
住
民
40
万
人
の
行
動
指
針

「ワンモア運動」を!!

　200円バスの取り組みに関わった。丹海
バスは、本気になって取り組んでくれた
からできた。KTRも本気になることが重
要だと思う。　
　KTRの乗車マナーで気になるのは、特

に高校生の男子。マナーの悪い生徒を私
は叱る。彼らは素直に聞いてくれる。社会
との接点を学ぶ場として大人たちがきっ
ちりと注意することも必要だ。

　私は京都市に住み、仕事はケアマネー
ジャーをしている。認知症のかたは、残念
ながら交通事故率が高い。免許を返納し
てほしいという思いがある。
　学生のころから、小天橋海水浴場（京丹

後市久美浜町）などに何度も訪れている。
KTRの問題は、この地域だけの問題では
なく、京都府南部も含めた京都府全体さ
らに兵庫県も含めた問題として考えてい
ただきたい。

サポーターズクラブ会員

本気で取り組むことが重要だ

京都府と兵庫県全体の問題だ

公
共
交
通
は
収
支
よ
り
も
ま
ち
を
支
え
る
装
置

京都大学大学院工学研究科

行
動
指
針
は

例
え
ば
、

①
年
に
全
く
利
用
し
て
い
な
い
人
（
０
回
）
は
、
年
１
回

は
利
用
す
る
。

②
年
１
回
の
利
用
の
人
は
、
さ
ら
に
１
回
利
用
す
る
。

③
月
１
回
の
人
は
、
さ
ら
に
月
１
回
利
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
範
囲
で
、
統
一
活
動

を
行
い
、
利
用
実
績
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
未
来
に
つ
な

い
で
い
こ
う
と
い
う
運

動
で
す
。

　

ま
ず
は
、
い
ろ
い
ろ

な
組
織
や
団
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
乗
車
の

機
会
を
つ
く
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

お
よ
び
F
M
た
ん
ご
で
放
送
予
定
で
す
。

ほ てん

　コーディネーターに京都大大学院の土井教授を迎え、「KTRに私たち
ができること」をテーマにしたパネルディスカッションでは、5人のパネ
ラーや来場者から貴重な意見が出されました。その一部を紹介します。

　公共交通は、「収支（赤字・黒字）よ
りもまちを支える装置である」とい
う考え方に変わってきています。世
界では、社会のなかでどれだけ役に立っ
ているかということが重要で採算重
視の考え方ではありません。
　KTRがなくなれば、確かに赤字は
解消されます。しかし、教育・学校選
択の幅の縮小、医療、福祉、観光、産
業の別輸送の確保など、今の行政サー
ビスを維持しようとすれば、かえっ
て費用は高くついてしまう結果にな
ります。
　また、鉄道がなくなることでのま
ちの損失はもっと多方面に及びます。
　関西の大手私鉄も輸送人員はこの20
年間で減少し続けています。決してＫＴ
Ｒだけの経営問題ではありません。
　京丹後市の、KTRへの赤字補填額は

9,000万円で一見多く思えます。し
かし市の一般会計約300億円の0.3
㌫に過ぎません。
　一方で、8.3㌔㍍の宮津野田川道
路の工事費は330億円かかってい
ます。当然、道路の維持費もみんな
の税金で負担しています。道路も鉄
道も両方大事。社会の役に立つよう
にどのようにお金を使っていくべ
きかの議論が先にあるべきです。　
公共交通の目的は、利用者が「便利だ」
と思い乗ってもらうことです。上限
200円バスの取り組みは、まさにそ
れを実践しており、全国から先進事
例として注目されています。バスと
鉄道との連絡はますます重要です。
　まずは、沿線の皆さんが具体的に「月
1回KTRに乗ること」についてどう
やったら自分は乗ることができる
のか、それぞれが考えてみることか
ら始めてみましょう。KTRや行政に
対してではなく私たち一人ひとり
ができることを考えていきましょう。
　KTR再生の道筋を考えるためにも、

まちづくりの「ビジョン」だけでなく、
夢をもって未来について議論をしてい
きましょう。

 

乗ってつなごう未来へ
KTR利用促進運動特集

統括 「KTR再生の道筋」

あなたも

沿線住民が年１回多く乗るだけで乗車実績が40万
人増えます（写真は対面座席車両の丹後ゆめ列車Ⅱ）

「
乗
り
た
い
」
と
思
え
る
鉄
道
に

鉄
道
な
く
し
て
高
校
の
存
立
な
し

地
域
産
業
や
観
光
の
振
興
に
絶
対
必
要

乗
車
時
間
を
勉
強
に
有
効
活
用

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
し
て
は
な
ら
な
い

パ
ネ
ラ
ー

今井  麻衣さん 渡利  謙太郎さん森  四郎さん 藤井 美枝子さん中貝  稔さん
（但馬三江駅「ぽっぽや」運営） （府立宮津高等学校２年） （府立加悦谷高等学校校長） （市商工会女性部長）（網野町老人クラブ元会長）

来
場
者

ひ
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コミュニティFM放送局「FMたんご」が、この6月1日で開局2周年を迎
えた。「リスナー（聴取者）に『応援したい』と思ってもらえる、魅力ある番
組制作に取り組んでいきたい」と、スタッフは心を新たにしている。地域の
情報発信基地として期待されている同局が、これからどのように地域との
関わりを持って放送に取り組もうとしているのか、市民にとってどのよう
な存在であるべきなのか、取材した。

開局2周年記念特集：いま、「FMたんご」に注目。

「
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
」は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
京
丹
後
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」が
運
営
す
る
、府
内
６
局
目

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
。市
内
世
帯
の
約
８
割

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。電
波
の
届
か
な
い
地
域

で
も
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
聴
く
こ

と
が
で
き
る
。周
波
数
は
79・
4　
　

。毎
日
午

前
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
放
送
し
て
い
る
。

局
舎
は
、北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
K
T
R
）峰
山

駅
東
口
の
向
か
い
に
あ
る
。

同
局
は
、
「
人
の
心
と
心
の
交
流
を
深
め
る
」

「
丹
後
の
魅
力
を
発
信
す
る
」「
伝
統
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
」「
地
域
の
安
全
を
守
る
」を
柱

に
、情
報
発
信
基
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

スタジオ見学で、ラジオ放送の雰囲気を体感する子どもたち（平
成22年8月）

　
市
民
は
地
元
に
密
着
し
た
情
報

を
望
ん
で
い
る　

　

Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
は
、
地
域
を
活

性
化
し
市
民
生
活
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
、
ま
さ
に
「
ま
ち

の
ラ
ジ
オ
局
」
だ
。
そ
し
て
こ
の

局
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
や
「
は
な
こ

の
応
援
団
」
と
い
う
形
で
、
地
元

企
業
や
市
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
地
元
の
話
題
を
聴
く
の
は
楽

し
い
。
も
っ
と
観
光
情
報
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
地
元
企
業
を

た
く
さ
ん
紹
介
し
て
く
れ
た
ら

い
い
の
に
」（
大
宮
町
の
自
動
車

整
備
業
・
石
河
新
治
さ
ん
）。「
子

ど
も
た
ち
が
出
演
す
る
番
組
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
聴
い
て
み
た
い
」（
園

児
を
持
つ
母
親
）と
の
声
も
あ
る
。

　

市
民
の
多
く
は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
他
の
メ
デ
ィ
ア
が
扱

わ
な
い
地
元
情
報
の
放
送
を
望

ん
で
い
る
。

地
域
情
報
の
発
信
と
住
民
参
画

が
特
徴

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、「
市

町
村
の
一
部
の
区
域
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
提
供

す
る
超
短
波
放
送
局
（
Ｆ
Ｍ
放

送
局
）」
と
定
義
さ
れ
、
き
め
細

や
か
な
地
域
情
報
の
発
信
と
番

組
制
作
へ
の
住
民
参
画
が
特
徴
だ
。

都
道
府
県
を
単
位
と
し
た
「
Ｆ

Ｍ
京
都
」
な
ど
の
県
域
放
送
と

は
異
な
り
、
地
元
の
情
報
を
最

も
身
近
に
、
か
つ
即
座
に
入
手

で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

　

Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
で
は
、
現
在
30

人
を
超
え
る
市
民
が
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
（
番
組
進
行
司
会
者
）

と
し
て
番
組
に
出
演
。
ほ
と
ん

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
放
送
を
行
っ

て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
市
内
や
周
辺
市
町

の
会
社
員
や
主
婦
な
ど
。
年
齢

層
は
20
〜
80
代
ま
で
と
幅
広
い
。

番
組
は
す
べ
て
自
主
制
作
で
、

市
政
情
報
や
観
光
情
報
、
一
般

ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
音
楽
情
報
、

絵
本
の
朗
読
な
ど
と
多
彩
だ
。

身
近
な
話
題
と
情
報
で
親
し
ま

れ
る
看
板
番
組

　

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
者
や
芸
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
Ｄ
Ｊ
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
さ
ん
（
28
）
も
、
放
送
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
で
も
あ
る
。

　

彼
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

務
め
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク　
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト　

ラ
ジ
Ｐ
！
」

は
、
丹
後
弁
の
語
り
口
調
が
特

徴
的
な
音
楽
情
報
番
組
。
市
民

ゲ
ス
ト
の
登
場
や
身
近
な
話
題

を
題
材
に
し
た
ト
ー
ク
が
、
幅

広
い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
「
僕
は
、自
称
〝
京
丹
後
市
盛
り

上
げ
隊
〞
。
丹
後
の
え
え
所
を
踏

ま
え
た
し
ゃ
べ
り
で
、
リ
ス
ナ
ー

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
番
組
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
」
と
、
意
気

込
み
は
熱
い
。

　

そ
し
て
、
最
も
よ
く
聴
か
れ
て

い
る
と
い
う
同
局
の
看
板
番
組
は
、

「
た
ん
ご
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
サ
ン
ド
！
」。

市
政
情
報
や
身
近
な
交
通
規
制

情
報
、
生
活
情
報
な
ど
を
午
前
７

時
か
ら
２
時
間
の
生
放
送
で
伝

え
て
い
る
。
メ
ー
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
で
あ
り
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ

る
宮
川
優
さ
ん
（
37
）
も
「
リ
ス

ナ
ー
が
う
な
ず
い
て
く
れ
た
り
、

突
っ
込
ん
で
く
れ
た
り
す
る
、
反

響
の
あ
る
番
組
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
る
」
と
話
す
。

Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
は
、
災
害
時
に
お

け
る
地
域
の
情
報
源

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
特

に
災
害
時
に
は
地
域
に
と
っ
て

有
益
な
情
報
源
に
な
る
。
全
国

で
災
害
を
機
に
次
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
が
開
局
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

地
域
密
着
型
の
ラ
ジ
オ
局
で
あ

る
が
故
に
、
災
害
時
に
お
け
る

市
民
の
期
待
は
大
き
い
。
Ｆ
Ｍ

た
ん
ご
も
ま
た
、
丹
後
地
方
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平

成
16
年
の
台
風
23
号
の
教
訓
を

き
っ
か
け
に
開
局
さ
れ
た
。

　

市
も
、
災
害
を
未
然
に
防
止

し
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

防
災
行
政
無
線
と
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご

を
活
用
し
て
、
迅
速
で
正
確
な

情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
同
局
と
「
災

写真上段：左から井上あらしさん、野木友幸さん
写真下段：左から糸井哲良さん、古川葉月さん

DJピーナッツさん 宮川優さん

和やかな雰囲気が広がるスタジオ内で、「みゅ～じっくぱふぇ」を生放送（5月24日）

いま、「FMたんご」に注目。いま、「FMたんご」に注目。
開局2周年

記念特集

私たちも注目しています!!

メ
　

ガ
ヘ
ル
ツ
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E-mail : 794@fm-tango.jp TEL（0772）62-7941／FAX（0772）62-7945

写真上段：左から安田豊子さん、川村さおりさん、糸井裕美さん、
                矢野鉄夫さん、冨田雄真さん
写真下段：左から渡邉秀信さん、大木明美さん

害
時
応
援
協
定
」
を
結
び
、
災
害

情
報
の
放
送
を
依
頼
。
台
風
や

大
雨
時
に
は
警
戒
情
報
を
流
し

た
り
、
今
年
３
月
11
日
発
生
の

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、

本
市
に
発
令
さ
れ
た
津
波
注
意

報
を
緊
急
放
送
で
伝
え
た
り
し

て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
５
月
29
日
か

ら
30
日
未
明
の
台
風
２
号
に
よ

る
大
雨
の
際
に
は
、
市
内
の
通

行
規
制
情
報
や
避
難
情
報
な
ど

を
適
時
放
送
。
社
会
的
・
公
共
的

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

同
局
の
ス
タ
ッ
フ
・
中
西
進

さ
ん
（
42
）
は
「
有
事
の
際
に
役

立
た
な
い
ラ
ジ
オ
局
に
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
普
段
か

ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
訓
練

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

　
特
別
番
組
や
企
画
番
組
で
、
魅

力
を
Ｐ
Ｒ

　

多
く
の
市
民
に
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
同
局

は
、
イ
ベ
ン
ト
や
特
別
番
組
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
丹
後

あ
じ
わ
い
の
郷
月
例
祭
」（
毎
月

第
３
日
曜
日
に
開
催
）
で
行
わ
れ

て
い
る
公
開
模
擬
放
送
（
会
場
内

の
み
の
放
送
）
は
、
生
放
送
の
雰

囲
気
が
味
わ
え
る
と
あ
っ
て
来

場
者
か
ら
好
評
だ
と
い
う
。
ま
た
、

網
野
町
浅
茂
川
地
区
の
水
無
月

祭
で
は
、
花
火
大
会
の
臨
場
感
を

生
中
継
で
流
し
た
。

　
「
30
秒
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
個
人
の
伝
言
や
企
業
の
情

報
な
ど
を
紹
介
す
る
。
利
用
企

業
か
ら
「
お
店
を
知
っ
て
も
ら

え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」「
お

客
さ
ん
が
増
え
た
」
な
ど
の
喜

び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

反
響
は
大
き
い
。
ス
タ
ジ
オ
見

学
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習
に
訪

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

約
２
割
が
「
よ
く
聴
く
」、「
聴
い

た
こ
と
が
な
い
」
は
約
４
割

　

と
こ
ろ
で
、
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
は

市
民
に
ど
れ
だ
け
聴
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
同
局
が
今
年

３
月
、
６
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
「
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
を
聴
い
た
こ
と

が
あ
る
か
」
の
問
い
に
対
し
「
聴

い
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
た

人
が
39
㌫
を
占
め
た
。
そ
の
う

ち
31
㌫
は
「
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
を
知

ら
な
い
」
と
回
答
し
た
の
だ
。
一

方
で
「
よ
く
聴
く
」
と
答
え
た
人

は
、
17
㌫
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
に
対
し
て
宮
川
さ

ん
は
「
や
は
り
現
場
取
材
が
少

な
か
っ
た
の
が
原
因
。
現
場
に

出
る
こ
と
で
、
こ
の
放
送
局
の

Ｐ
Ｒ
も
で
き
、
リ
ス
ナ
ー
の
声

を
番
組
制
作
に
生
か
す
こ
と
も

で
き
た
は
ず
だ
」
と
振
り
返
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
た
ち
も「
も
っ
と
も
っ

と
地
域
に
密
着
し
た
番
組
を
充

実
さ
せ
、
認
知
度
を
高
め
て
聴
取

率
を
上
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

積
極
的
な
取
材
活
動
と
市
民
の

番
組
参
加
は
重
要
だ
」
と
話
す
。

　

ま
た
、「
駅
舎
で
流
せ
ば
、
待

ち
時
間
に
自
然
に
耳
に
入
る
。

Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
を
聴
く
き
っ
か
け

に
も
な
る
」（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
丹
後
大
宮

駅
駅
員
・
荒
田
典
子
さ
ん
）
と
の

声
も
聞
か
れ
る
。

地
域
情
報
を
発
信
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す

　

開
局
３
年
目
を
迎
え
、
今
、
Ｆ

Ｍ
た
ん
ご
は
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
番
組
改
編
も
こ
の
ほ
ど
行
っ

た
（
９
ペ
ー
ジ
）。

　
「
こ
の
２
年
間
は
、
リ
ス
ナ
ー

が
望
む
番
組
づ
く
り
へ
の
意
識

が
欠
け
て
い
た
。
ス
タ
ジ
オ
の

中
で
、
自
分
た
ち
だ
け
で
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

リ
ス
ナ
ー
が
離
れ
て
い
く
」
と
、

宮
川
さ
ん
は
気
を
引
き
締
め
る
。

　
「
ど
れ
だ
け
地
元
の
情
報
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
。
地
域
の
情
報
を
発

信
し
、
リ
ス
ナ
ー
が
そ
の
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
生
ま
れ
、
地
元
の
盛
り
上
が

り
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
こ
の

放
送
局
の
存
在
意
義
だ
」（
中
西

さ
ん
）
と
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
が
持
つ
得

意
分
野
を
生
か
し
た
番
組
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
い
る
。

「うら嶋船」（網野町）の乗客にインタビュー
する中西さん

開局2周年記念特集：いま、「FMたんご」に注目。

私たちも注目しています!!

番組表
2011.6.1現在
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多くの救援物資が届けられました

　

こ
の
ほ
ど
市
で
は
、京
丹
後
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
対
し
、安

定
的
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
利
用
者
負
担
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
接
続
率
の

　
　
　
　
　

向
上
が
緊
急
の
課
題

事
業
の
経
営
改
善
に
向
け

　
　
　
　
　

審
議
会
に
諮
問

一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
で
、

　
　
　
　
　
　
　

市
の
財
政
を
圧
迫

平
成
32
年
度
に
は

　
　
　

  
市
内
全
域
を
水
洗
化
に

　　　　

下
水
道
事
業
は
、
下
水
道
利
用
者
が
支

払
っ
た
料
金
で
、
事
業
に
か
か
る
人
件
費
、

施
設
管
理
費
な
ど
を
支
出
す
る
と
い
う
、

独
立
採
算
性
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
状
は
下
水
道
料
金
収
入
で
施
設

管
理
費
用
す
ら
捻
出
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
さ
ら
に
は
平
準
化

債
（
借
金
を
返
済
す
る
た
め
の
新
た
な
借

金
）
が
収
入
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
を
過
去
の
借
入
金
の
償
還
や

施
設
の
管
理
・
整
備
費
に
充
て
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。

　

今
後
、
料
金
収
入
の
増
加
が
見
込

め
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
入
金
が
必
要
と
な
り
、

市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。【
下
の
グ
ラ
フ
参

照
】

　　　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、５
月
18
日
、

事
業
の
経
営
改
善
と
安
定
的
な
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
向
け
た

施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
京
丹
後
市

上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
対
し
て
、

利
用
者
負
担
（
下
水
道
料
金
）
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

 　

現
在
、
本
市
の
水
洗
化
普
及
率
は
65
㌫

で
す
が
、
集
合
処
理
区
域
内
の
接
続
率
は

51
㌫
と
低
く
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
接
続
率
の
向
上
の
た
め
、
普

及
推
進
員
に
よ
る
普
及
推
進
活
動
の
ほ
か
、

排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
費
用
へ
の
補
助

金
制
度
、
利
子
補
給
制
度
な
ど
を
設
け
、

さ
ら
に
は
、
市
役
所
内
に
水
洗
化
推
進
本

部
を
設
置
し
て
、
さ
ら
な
る
水
洗
化
の
普

及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　　

京
丹
後
市
水
洗
化
計
画
で
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
水
洗
化
を
進
め
る
た
め
に
、

大
き
く
分
け
て
集
合
処
理
区
域
（
処
理
場

な
ど
を
整
備
し
て
汚
水
を
集
合
的
に
処
理

す
る
区
域
）
と
個
別
処
理
区
域
（
各
戸
に
浄

化
槽
を
設
置
し
て
水
洗
化
を
図
る
区
域
）
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
、
効
率
的
に
下
水
道
事

業
を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
区
域
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
策
定
し
た
計
画

で
は
、
平
成
32
年
度
に
は
、
市
内
全
て
の

地
域
を
水
洗
化
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

市災害支援対策本部（総務課内・　69-0140）

真剣な表情で網野中に避難する児童たち

　

海
沿
い
の
網
野
北
小（　

橋
忠
彰
校

長
）で
５
月
13
日
、大
地
震
に
よ
る
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。１
〜
６
年
生
の
児
童
約
２

８
０
人
が
緊
迫
し
た
面
持
ち
で
訓
練

に
臨
み
ま
し
た
。

　

同
校
は
海
抜
４
・
８
㍍
。津
波
発
生

時
の
避
難
場
所
と
し
て
、約
７
０
０
㍍

離
れ
た
網
野
中
学
校（
３
階
建
て
）を

設
定
。訓
練
は
、震
度
６
以
上
の
地
震

が
発
生
し
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
想
定
。校
内
で
非
常
用
ベ
ル
が
鳴
り

響
き
、地
震
発
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
る
と
、児
童
た
ち
は
一
斉
に
机
の
下

に
身
を
隠
し
、運
動
場
に
集
合
。点
呼

後
、教
諭
の
誘
導
に
よ
り
同
中
学
校
へ

避
難
。開
始
か
ら
８
分
30
秒
で
全
員
が

避
難
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
　

橋
校
長
は
、「
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。津

波
が
く
る
と
分
か
っ
た
ら
、少
し
で
も

高
い
所
に
逃
げ
、忘
れ
物
を
し
て
も
絶

対
に
取
り
に
戻
ら
な
い
で
」と
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

緊
急
対
策
チ
ー
ム
、
震
災
の

影
響
を
市
内
企
業
に
聞
き
取
り

　

市
で
は
４
月
15
日
、東
日
本
大
震
災

に
よ
る
京
丹
後
市
の
経
済
や
暮
ら
し
へ

の
影
響
を
把
握
し
、対
策
を
検
討
す
る

た
め
、「
東
日
本
大
震
災『
地
域
経
済
と

暮
ら
し
の
安
定
』
緊
急
対
策
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、産
業
関
係
か
ら

生
活
・
福
祉
に
至
る
ま
で
、幅

広
い
関
係
各
課
の
職
員
で
構
成
。

４
月
20
日
の
第
１
回
会
議
で
は
、

現
況
や
今
後
想
定
さ
れ
る
影

響
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、ま

ず
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
つ

い
て
把
握
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
。４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
産
業
団
体
な
ど
へ
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
対
策

と
し
て
、震
災
に
よ
る
景
気
の

動
向
に
対
応
す
る
た
め
、事
業

者
の
経
費
負
担
の
軽
減
と
従

業
員
解
雇
の
予
防
を
図
る
助

成
金
の
増
額
や
人
材
育
成
緊

急
対
策
事
業
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
案
を
６
月
定

例
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。（
関

連
記
事
12
ペ
ー
ジ
）

市ホームページアドレス：http://www.city.kyotango.lg.jp

市ホームページ「東日本大震災　被災地への支援」コーナーで、
市民向け、被災者向けの情報を掲載しています。ぜひご覧ください。

下水道

料
金
の
見
直
し
を
審
議
会
に
諮
問

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど

平成23年度下水道事業の収支状況（当初予算）

・施設管理費
　1,462,722千円
・施設整備費
　1,474,723千円
・公債費
　1,350,136千円
・人件費
　1,092,850千円
・事務費
　1,061,569千円

施設管理費
13％

人件費 3％

公債費
39％

施設整備費
43％

事務費 2％

支出額
34億4,200万円

下水道料金
12％

市債
38％

繰入金（一般会計）
26％

国・府補助金
16％収入額

34億4,200万円

・下水道料金
　1,405,978千円
・国・府補助金
　1,549,075千円
・繰入金（一般会計）
　1,910,000千円
・繰入金（基金）
　1,131,439千円
・分担金
　1,108,164千円
・市債
　1,294,600千円
・雑入
　1,042,744千円

収入

支出

繰入金（基金）
 4％

分担金 3％

雑入 1％

〈公共下水道事業・集落排水事業・浄化槽整備事業〉

東日本大震災　対策と支援状況のお知らせ
災害

◆緊急消防援助隊（宮城県南三陸町、
延べ32人、3/11～4/2）◆給水支援（岩
手県大船渡市・大槌町、延べ 8人、
3/16～23）、（岩手県大船渡市・大槌町、
延べ6人、3/30～4/14）、（岩手県陸
前高田市、延べ8人、5/13～6/1）◆
医師（宮城県南三陸町・登米市、1人、
4/7～17）、（岩手県三陸地方北部、1人、
4/21～5/1）◆看護師（宮城県気仙沼市、
1人、3/28～4/2）◆保健師（福島県
会津若松市、2人、4/16～21）

（関連記事22ページ）

網
野
北
小　

津
波
の
想
定
訓
練

市内経済と被災地をバックアップ

東日本大震災に係る京丹後市の支援状況
（平成23年5月26日現在）

人的支援（職員派遣）

救援物資

◎白米11,802㌔◎水・お茶２㍑995本・500㍉㍑3,108本◎カップラーメンなど
1,925食◎味付け海苔2,500袋◎カイロ14,988個◎毛布1,713枚◎マスク67,417
枚◎肌着3,112枚◎オムツ類27,885枚◎一般衣類9,243点◎歯ブラシ8,313本◎タ
オル31,472枚◎その他多数（缶詰、インスタント味噌汁、レトルト食品、魚肉ソーセー
ジ、軍手、布団、バスタオル、ウエットティッシュ、トイレットペーパー、生理用品、
洗濯洗剤、せっけん、靴下、パンティーストッキング、電池、ゴミ袋、車いすなど）

お届け先：19の自治体・団体
　福島県（相馬市、会津若松市、南会津町、3避難施設）、宮城県（多賀城市、5避難施設）、
岩手県（盛岡市、遠野市、宮古市、3避難施設）、茨城県（１避難施設）

市民の皆さんからいただいた救援物資（全て被災地に発送）

義援金

：各市民局、福祉事務所、社会福祉協議会（本所、各支所）
：33,806,749円（5月22日受け付け分まで）
：平成23年9月30日（金）

募金箱設置

受 付 期 限
募 金 総 額

市の備蓄品　アルファ米3,000食、カイロ5,000個

※物資仕分けなどの協力：延べ55人
（社協ボランティア延べ35人、網野水難救済会ほか1団体延べ20人）

の り

現在の使用料金収入では施設の管理費用すら捻出できないのが
現状（写真：網野浄化センター）
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委嘱を受けた相談員の皆さん（峰山総合福祉センターで）

友好締結協議書を交わす長濱孝次市観光
協会長（左）と高雄市観光協会の曾理事長
（右）、同市政府観光局の陳局長（中央）

　

市
観
光
協
会
で
は
、
台
湾
か
ら
京
丹
後

市
へ
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
台
湾
の
高
雄

市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
際
旅
展
（
５

月
６
〜
９
日
開
催
）
に
出
展
す
る
と
と
も

に
、
旅
行
社
を
訪
問
し
訪
日
観
光
先
と
し

て
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
台
湾
訪
問
を
契
機
に
、

高
雄
市
観
光
協
会
と
本
市
観
光
協
会
が
、

互
い
の
友
好
や
観
光
の
活
性
化
、
交
流
な

ど
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の
友
好
締
結
協

議
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
台
湾
と
高
雄
市
】

　
　

台
湾
の
人
口
＝
約
２
３
０
０
万
人
、

面
積
＝
九
州
と
同
程
度
。
台
湾
南
部
に

位
置
す
る
高
雄
市
は
人
口
約
２
７
７
万

人
で
、
台
北
に
次
ぐ
台
湾
第
２
の
都
市
。

　
　

昨
年
、
台
湾
か
ら
の
訪
日
観
光
客
数

は
年
間
１
２
７
万
人
で
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
と
し
て
は
韓
国
、
中
国
に
次

い
で
３
番
目
。

　

梅
雨
に
よ
る
長
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る

風
水
害
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
前
に
、市

や
関
係
機
関
は
5
月
27
日
、市
内
の
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
、府
丹
後
広
域
振
興
局
、府
丹
後

土
木
事
務
所
、京
丹
後
警
察
署
、市
消
防
団

な
ど
の
関
係
職
員
23
人
が
出
席
。網
野
町
浜

詰
地
内
と
久
美
浜
町
島
地
内
の
２
カ
所
を

巡
回
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
、人
家
の
近
く

に
急
傾
斜
地
が
あ
り
、降
雨
な
ど
で
斜
面
が

崩
落
し
、土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が

高
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、府
が
す
で
に
実
施
し
て
い

る
危
険
箇
所
調
査
結
果
を
参
考
に
、具
体
的

な
対
策
案
に
つ
い
て
地
元
区
と
協
議
、検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

急傾斜地を入念に確認する関係者（久美浜町島地内）

財政

　

市
自
殺
ゼ
ロ
実
現
推
進
協
議
会
（
会
長
・

中
山
泰
市
長
、
委
員
17
人
）
は
５
月
30
日
、

峰
山
町
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
で
、

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

同
協
議
会
が
掲
げ
る
「
自
殺
ゼ
ロ
実
現
」

に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
、
委
員
ら
13
人

が
参
加
。
買
い
物
客
な
ど
に
チ
ラ
シ
や
啓

発
物
品
を
配
布
し
、「
一
人
で
悩
ま
ず
に
相

談
を
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
年
４
回
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
を
活
用
し
て
、
啓
発
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

いかが

【東日本大震災関係】
東日本大震災災害支援活動補助金（300万円）
市内の団体が行う被災地および被災者への支援活動に

　対し補助（10万円以上の事業費を対象とし、50万円ま
　では全額、50万円を超える分は3分の2を補助。ただし、
　上限100万円）
災害見舞金等事業（60万円）
被災地から本市に避難し居住する世帯に1世帯当たり

　10万円の見舞金を支給
地域防災計画の見直し（541万円）
津波対策や原子力発電所事故関連の項目を見直すもの
沿岸域の避難所の高所計測（323万円）
津波襲来時に住民の避難場所選定の参考にするため、

　沿岸域の避難所の高さを計測し、「避難所高標識板」を
　設置（54カ所を想定）

あんしん雇用環境づくり事業（1,600万円）
東日本大震災の影響などによる景気の変動（悪化）に

　対応する（備える）ため、事業者の経費負担の軽減と
　従業員解雇を徹底予防するための中小企業緊急雇用安
　定助成金を増額

【その他の主な新規事業】
保育所施設耐震化事業（1億8,532万円）
耐震診断で補強が不可能と判定された保育施設などに

　ついて、市保育所再編等推進計画に基づき仮設保育所
　の設置や通所替えを実施
〔仮設保育所設置〕峰山地域：
　吉原、長岡、新山、丹波保育所
　◇久美浜地域：湊、神野、田村
　保育所
〔通所バス購入〕峰山地域4台
　◇弥栄地域2台◇久美浜地域2台
共に育む命の里事業（1億1,279万円）
里力再生計画に基づき、地区が取り組む生活環境基盤

　や農業生産基盤の維持保全活動を支援
　・生活環境基盤整備事業（3,179万円）
　〔対象地域〕大宮町五十河地域、久美浜町神野地域
・農業生産基盤整備事業（8,100万円）
　〔対象地域〕大宮町五十河地域、丹後町宇川地域、久

　　美浜町神野地域

高
雄
市
観
光
協
会
と
協
議
書
交
わ
す

市
観
光
協
会
、
丹
後
を
P
R

観光

急
傾
斜
地
を
確
認

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

防災

自
衛
隊
と
地
域
と
の
パ
イ
プ
役

市民
自殺予防キャンペーンを展開 自

衛
官
募
集
相
談
員
に
12
人
を
委
嘱

自殺ゼロ実現推進協議会
相談

地引き網漁を体験する相楽小6年の児童たち（平海
水浴場で）

　

平
成
20
年
１
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締

結
し
た
木
津
川
市
に
あ
る
の
相
楽
小
学
校

の
６
年
生
55
人
が
５
月
19
日
、修
学
旅
行

で
平
海
水
浴
場（
丹
後
町
平
）を
訪
れ
、地

引
き
網
漁
な
ど
、京
丹
後
市
の
魅
力
を
体
感

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
児
童
は
、網
野
町
の
田
勇

機
業
㈱
で
丹
後
ち
り
め
ん
の
製
造
工
程
を

見
学
し
た
後
、平
海
水
浴
場
で
地
元
漁
師
さ

ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
地
引
き
網
漁
に

挑
戦
。約
１
０
０
㍍
沖
合
に
仕
掛
け
ら
れ
た

網
を「
ヨ
イ
シ
ョ
、ヨ
イ
シ
ョ
」と
、息
を
合

わ
せ
な
が
ら
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た

魚
を
つ
か
ん
で
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
り
、記
念

撮
影
を
し
た
り
す
る
な
ど
、日
ご
ろ
体
験
で

き
な
い
地
引
き
網
漁
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
、峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
峰

山
町
）で
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
研
修
会

（
昼
と
夜
の
部
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

㈲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
モ
ア
代
表
で
運
動
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
松
井
浩
さ
ん
が「
楽
し
く
効

果
的
な
運
動
、そ
し
て
運
動
継
続
の
秘
訣
」

と
題
し
て
講
演
。

　

参
加
し
た
約
１
０
０
人
の
推
進
員
は
、松

井
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
に
笑
み
を
こ
ぼ

し
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
ま

し
た
。松
井
さ
ん
は「
自
分
や
将
来
の
子
ど

も
の
た
め
に
、元
気
に
運
動
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

相
楽
小
児
童
が
修
学
旅
行
で
来
丹

地
引
き
網
漁
体
験
を
堪
能

交流

健
康
づ
く
り
推
進
員
１
０
０
人
が
研
修

筋
ト
レ
運
動
で
体
づ
く
り

健康

さ
が
な
か

【
京
丹
後
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
】

　

市
民
の
「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
」
意
識

を
高
め
、地
域
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。（
平
成
22
年
3
月
設
置
）

推進員に筋肉トレーニングを指導する講師の松井さん（右）

（50音順・敬称略）
自衛官募集相談員

　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
と
市
で
は
、
５
月

24
日
付
け
で
「
自
衛
官
募
集
相
談
員
」
に
12
人
を

委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
、
自
衛
官
を
志

す
か
た
へ
の
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
広
報
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

一般会計補正予算（第1号）案を提出

　5億5,410万円を追加し、予算総額318億1,910万
円とする平成23年度一般会計補正予算（第1号）案を、
5月31日開会の6月定例議会に提出しました。
　主な補正内容を紹介します。（カッコ内の金額は補
正予算額）

5億5,410万円を追加

安達　健一 網野町網野 72-5352
塩谷　良樹 丹後町久僧 76-0152
田中　英一 網野町木津 74-1264
坪倉　義美 弥栄町鳥取 65-3141
中井　　勇 久美浜町 82-0341
平田　祐志 弥栄町堤 65-3531
藤村　　昇 峰山町荒山 62-2867
松尾　信介 網野町掛津 72-3369
松本　経一 大宮町周枳 64-2363
松本　信之 峰山町久次 62-0022
森口　茂樹 丹後町間人 75-0344
吉岡　　暁 久美浜町浦明 83-0807

氏　名 住　所 電話番号

街
頭
啓
発
を
行
う
推
進
協
議
会
委
員（
左
）
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お

い
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こ
え

く
い
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今年は２組の新婚家庭に

ギャラリー

今
年
、
糸
井
邦
佳
さ
ん
夫
妻
宅
に
立
て
ら
れ
た
の
ぼ
り

 

過去に立ったのぼりを一部紹介します

5

（
注
）
肥
た
ん
ご
…
ふ
ん
尿
を
入
れ
て
運
ぶ

　
　

お
け
の
こ
と
（
肥
お
け
）

14142011.062011.06

子
宝
を
願
う
〝
の
ぼ
り
立
て
〟

　今年は、昨年9月に結婚した糸井邦佳さん、恵美さ
ん夫妻と、同11月に結婚した糸井健さん、ちひろさ
ん夫妻の家にのぼりが立てられた。
　5月4日夜９時、新婚宅の庭先には、バケツ、椅子、
看板、自転車など使い古しの品々が並ぶ。集落の住
民約30人は、品物を柱にくくりつけ、傘を頂点に高
さ約10㍍ののぼりを立てた。
 　翌5日は「子どもの日」。朝、健さん夫妻は高々と
あがったのぼりを見上げて子宝を願った。その後、

隣人らと一緒にのぼりを降ろし、近所を訪問して日
用品などを返却した。ほうきなどを返却した河島隆
雄さん宅では、「ありがとうございました。よろしく
お願いします」とあいさつ。河島さんから、「元気で
立派なお子さんを産んでください」と歓迎を受けた。
　健さんは、「地域になじむいい機会になるし、とて
もいい風習だと思います」と感謝の気持ちを語った。
妻のちひろさんは「ちょっとはずかしいけど、地域
のかたに歓迎されてうれしいです」とほほ笑んだ。

１
０
０
年
以
上
前
か
ら
大
宮
町
三
重
に
伝
わ
る
奇
習

高さ10㍍を超すのぼりを見上げ
る糸井健さん、ちひろさん夫妻

5

　５月４日の夜９時から、住
民らが力を合わせてのぼりを
立てる 　糸井照雄さんは、の
ぼり立ての間、木をこすり合
わせて奇音を出す 　翌朝、住
民らは柱にくくった自転車な
どを降ろして片付けを手伝う 
　柱から、ジョウロやバケツ
をほどき取る（邦佳さん夫妻 
）　河島さん宅ではほうきやむ
しろを返却。こうして近所と
の懇親を深める（健さん夫妻）

 

使
い
古
し
た
日
用
品
を
使
っ
て

農
業
を
手
伝
う
子
ど
も
願
っ
て

　

　　

大
宮
町
三
重
地
区
に
、
１
０

０
年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
奇

習
が
あ
る
。
毎
年
５
月
４
日
に
、

こ
の
一
年
間
で
誕
生
し
た
新
婚

夫
婦
の
子
宝
を
願
っ
て
行
う

〝
の
ぼ
り
立
て
〞
だ
。

　

夜
９
時
、
住
民
ら
は
、
使
い

古
し
た
日
用
品
な
ど
を
持
ち
寄

り
柱
に
く
く
っ
て
立
て
る
。
新

婚
夫
婦
と
家
族
は
、
家
の
明
か

り
を
全
て
消
し
、
屋
内
か
ら
出

な
い
の
が
習
わ
し
。

　

戸
外
で
は
、
の
ぼ
り
を
立
て

る
間
、
住
民
の
一
人
が
「
キ
ー
、

ギ
ー
コ
」
と
木
を
こ
す
り
合
わ

せ
て
奇
怪
な
音
を
出
す
。
こ
れ

は
、
夫
婦
の
営
み
で
新
た
な
命

が
宿
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。

ま
た
、
の
ぼ
り
を
固
定
す
る
た

め
に
打
ち
込
ん
だ
杭
の
形
に
よ

っ
て
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
性

別
を
占
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　　

長
年
携
わ
っ
て
き
た
頭
領
の

糸
井
照
雄
さ
ん
（
64
）
は
、「
始

ま
り
の
時
期
は
定
か
で
な
い
。

た
だ
、
三
重
集
落
に
は
農
家
が

多
か
っ
た
。
農
業
を
象
徴
す
る

〝
肥
た
ん
ご
〞
（
注
）
や
〝
除

草
機
〞
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
農
作

業
を
手
伝
う
元
気
な
子
の
誕
生

を
願
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
ろ
う
」

と
話
す
。

　

ぶ
ら
下
げ
る
品
物
や
柱
は
、

地
区
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
勝
手

に
借
り
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

新
聞
配
達
用
の
自
転
車
が
つ
る

さ
れ
て
し
ま
い
、
配
達
に
支
障

が
で
た
年
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
子
の
誕

生
を
願
う
も

の
の
、
外
出

禁
止
に
し
た
り
、

古
び
た
物
を
く
く

り
つ
け
た
り
し
て
困
ら
せ
る
。

も
し
か
す
る
と
、
新
婚
さ
ん
を

冷
や
か
し
、
う
ら
や
む
一
面
も

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
糸

井
さ
ん
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑

っ
た
。

毎年５月４日夜～翌朝
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アー
ル

アー
ル

ジ
オ
サ
イ
ト
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
う
ら
嶋
船
」

今年再生させた田んぼで、田植えをする参加者たち

　９月末まで運航。要予約。料金は中学生以
上1,800円、小学生以下900円。申し込みは
市観光協会網野支部（　 72-0900）へ。

大宮町でオープンガーデン

　丹後町の「とび丸タクシー」、久美浜町
の「遊覧船」に続き、網野町では、海岸を巡っ
て絶景楽しむ遊覧船「うら嶋船」がこの５
月から運航を開始しました。網野町のジ
オサイトなどが海上から存分に楽しめます。
　昨年6月、地元旅館女将の大町益美さん
が「浅茂川でも海上から山陰海岸ジオパー
クの風景を楽しんでもらいたい」と地元
漁師に運航を打診。市観光協会網野支部
などの協力も得て、今回の運航が実現し
たものです。
　浅茂川漁港を発着点に網野町の海岸沿
い約12㌔㍍を約1時間かけて巡ります。
遊覧船には遊漁船を活用。波で磨かれ五
色の光を放つ小石からその名が付けられ
た「五色浜」のジオサイトや浦島伝説にま
つわる「万畳の岩」、静御前が源義経を見送っ
た場所と伝えられる場所「涙岩」などを楽
しめます。

　アユの放流は、自然環境の保護やアユの生息数維持
が目的で、弥栄町の野間川では野間漁協（羽賀明博組合
長）が、丹後町の宇川では上宇川漁協（倉岡澄男組合長）
が４月下旬から５月中旬にかけ毎年実施しています。
　５月16日、野間地域住民と同志社大の学生、野間小
児童ら30人が、稚アユ約３万匹を弥栄町の野間川に放
流しました。
　今回の放流は、府の地域力再生事業の一つで野間地
区が主催。野間漁協の協力により琵琶湖産の稚アユ約
３万匹が届けられると、野中橋（弥栄町野中）付近の野
間川で野間小の全児童７人と同志社大の学生10人、野
間地域住民たちが、体長10～12㌢の稚アユを「元気に育っ
て」と丁寧に送り出しました。

　丹後町袖志の棚田で5月14日、学生ボ
ランティアたち約50人が田植えをしました。
休耕田となっている棚田を復活させ、「美
しい景観を取り戻そう」と昨年から始まっ
た棚田再生プロジェクトの取り組み。今
年は地元住民たちで結成した「袖志棚田
保存会」（平井貞雄代表）の主催で行われ
ました。
　作業には、市内外のボランティアや府
立大など7大学の学生が参加。昨年再生し
た2枚（計8　）と今年新たに復元した5枚
（計5　）の田んぼに横一列に並び、地元
の農家の手ほどきを受けながら、もち米
などの苗を手作業で植えていきました。
　京都大２年の向井潤さんは、「田植えや
交流会を通じて、農村の良さや人と人と
のつながりの重要さを改めて実感した。
棚田の保全や袖志の魅力発信に少しでも
力になれれば」と話していました。
　同会では、収穫したもち米で作った餅を、
東日本大震災の被災地の子どもたちに届
けることとしています。

稚アユを野間川に放流する野間小児童たち

こ
だ
わ
り
の
庭
づ
く
り
を
楽
し
む
女
性
グ
ル
ー

プ（
５
月
24
日
、川
口
匡
美
さ
ん（
＝
右
か

ら
２
人
目
）宅
庭
先
で
）

　久美浜町高齢者大学の入学式が5月28日、久美浜公会堂
（久美浜町）で開かれ、町内の高齢者35人が入学しました。
　式では、入学生代表の稲田功さん（同町奥三谷）が「1
年間楽しく続けられるように頑張ります」とあいさつ。
その後、京都嵯峨芸術大学の坂上英彦教授が「NPO法人
わくわくする久美浜～久美浜町の再生にむけて～」と題
した講演を行いました。外部の活力を誘導することや高
齢者の役割などの話しに、新入生らは熱心に耳を傾けて
いました。

　地域の人たちに震災の復興支援につい
て考えてもらおうと、丹波小学校（峰山町・
山口圭一校長）の６年生が５月18日、東日
本大震災の被災地へ向けた応援メッセー
ジを書いた立て看板を校内のグラウンド
に立てました。
　５月初旬、同小の１年生から６年生まで
の91人は「東日本大震災の被災地に対して
みんなで何かできないか」と、看板づくり
に取り組むことを決めました。製作した10
枚の看板には、ヒマワリの絵や鶴などの貼
り絵をあしらい、「みんなで助け合ってえ
がおをとりもどそう」などのメッセージが
書かれています。
　梅田朱里さん（６年生）は「一人ひとりが
気持ちを込めて作った」と力作に自慢げ。
門中美月さん（同）は「看板を見て、この地
域の人にも被災地について考えてもらえ
る機会にしてほしい」と呼びかけていました。

　大宮町奥大野を中心に、花が咲き誇る4月末から5月
末までの間、自宅の庭を解放する「オープンガーデン」
が開かれました。
　この取り組みは、庭先のガーデニングを地域のかた
に気軽に見てもらえるようにと、川口匡美さん（大宮町
奥大野）が、地域の花好きな主婦に呼びかけ６年前から
行っているものです。当時は４人で始め、現在は17人に。
京丹後オープンガーデンネットワークとして、庭先に
「OPEN」と書いた木製の看板を掲げて、一般のかたも
自由に見学できるようにしています。
　川口さんは「多い日には40人くらいの人が見に来ら
れます。毎年同じ庭はできませんが毎年違った庭づく
りができるのも楽しみの一つです」と話していました。

ご しき

応援メッセージ看板を設置した丹波小6年生の児童たち

5月28日

《
ア
ユ
釣
り
の
解
禁
》

　

上
宇
川
漁
協
は
６
月
26
日
か
ら
。
野
間
漁
協
は
７
月
10
日
か
ら
。

そで  し

5月24日

まんじょう

はま

ち

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
地
元
農
家
の
手
ほ
ど
き
受
け

再
生
し
た
棚
田
で
50
人
が
田
植
え 

高
齢
者
大
学
入
学
式
の
様
子
（
久
美
浜
公
会
堂
で
）

庭先で満開の花を楽しむ

野間小児童や同志社大生らも協力

野間川に稚アユ３万匹放流

震
災
被
災
地
へ
想
い
を
届
け

5月14日

丹
波
小
全
校
児
童
91
人
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

新入生35人が講演聞き入る
久美浜町高齢者大学入学式

網
野
町
で
「
う
ら
嶋
船
」
の
運
航
始
ま
る

浦
島
伝
説
、静
御
前
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
紹
介

まさ  み

5月18日

5月16日
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地域医療の現場から　　
The Healthy Life

市立久美浜病院
    診療部長
    歯科口腔外科部長

堀　信介　
ほり　しんすけ

〈お問い合わせ先〉
久美浜病院（　82-1500）

　今回は、久美浜病院の堀部長に、障害者
のかたへの治療を通じた歯科口腔外科の
役割について聞きしました。

　治療は、本人だけでなく家族のかたにも

精神的な負担を与えます。

　悩まずに、まずはご相談ください。

　はい、できます。
　久美浜病院は市民病院として、障害者のかたの受
診環境を積極的に整える責務があります。
　当院では、京都府立医大の麻酔医の協力により、昨
年度から全身麻酔や静脈内鎮静法（薬で眠らせる方法）
による治療を行っています。この方法により、患者さ
んの痛みや恐怖心を取り除き、短期間で安全に複数
の虫歯を治療できます。虫歯の進行程度にもよりま
すが、１日で８歯の治療が完了したケースもあります。
自閉症、脳性まひ、発達障害など、診療室での治療が
困難なかたにも有効な治療方法と考えます。
　さらに、重度障害者や脳血管障害などで寝たきり
になってしまった患者さんには、訪問治療（往診）も
行っております。　

　はい、あります。
　ただ、まずは虫歯にならないことが大切です。私た
ちは、虫歯の予防のために、介助者も含めた歯磨き指
導、フッ素塗布に加えて、間食や偏食などを改善する
ための食育教育も積極的に行っています。
虫歯になった場合、障害者のかたや家族のかたか

らは、「短期間で一度に多くの虫歯を治療してほしい」、
あるいは、「障害者の拠点となる歯科専門的治療施設
を設けてほしい」などの声を多く耳にしてきました。
全身麻酔を利用した治療では、障害者のかたの治

療に対する恐怖心や不安を取り除き、一度に多くの
虫歯を治療することができます。

虫歯治療をする上で、問題点はありますか？

虫歯を効率的に治療する方法はありませんか?久美浜病院の歯科口腔外科ってどんなとこ？

久美浜病院でも、全身麻酔を利用するなど、
患者の不安を軽減した治療ができますか？

　統計的に障害者のかたは、先天的な歯の形の異常
や歯並びが悪いかたが多く、歯磨きがうまくできな
いことが多いので、虫歯になりやすいといわれてい
ます。また、治療中に不随意運動（意思に基づかない
運動）が生じることがあり、長時間同じ姿勢でいるこ
とが難しいため、治療に時間がかかります。その結果、
虫歯や歯周病が放置され、重症化することもあります。
　私たち医師との意思疎通ができないときには、治
療の際に防御ネット（患者の安全を確保するために

体を固定する器具）や開口器（強制
的に口を開ける器具）を用いる
こともあります。しかし、その
ときの恐怖で深く心が傷つき、
病院へ行くことを強く拒否する

こともあるため、患者さんが安心し
て治療に専念できる環境をつくる必要があります。

　私が市立久美浜病院の歯科口腔外科に赴任してか
ら５年が経ち、これまでに多くの患者さんを診察し
てきました。
　平成22年度の治療実績は、口腔腫瘍、顎関節、智
歯（親知らず）、抜歯などで、全身麻酔手術が216件、
入院患者数が延べ2,613人です。京都府北部の口腔
外科疾患専門的治療の基幹病院として、さらに充実
した医療を目指しています。
　そんな歯科口腔外科が担う大きな役割の
一つに障害者のかたへの治療があります。
ハンディのあるかたも安心して治療を
受けられる環境を整えて、口から始める
健康づくりに貢献したいと思っています。

と　ふ

ふ　ずい  い

しっかん

し　か   こう くう  げ　か

し

ちがくかんせつこうくうしゅよう

障害者のかたにも満足な治療を
病院歯科口腔外科の役割
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　ものづくり体験は、府立丹後郷土資

料館で行います。当館では京丹後市内

から発掘された縄文土器など多くの文

化財を常設展示しています。ぜひ、体

験活動と併せて館内をご覧いただき、

古代・丹後王国のロマンに触れてくだ

さい。新たな発見がありますよ！

阿蘇海 天
橋
立

宮津天橋立IC

与
謝
天
橋
立
IC

あ
ま
の
は
し
だ
て

京都縦貫自動車道

みやづ

いわたきぐち

丹後郷土資料館
旧永島家住宅

史跡丹後国分寺跡

成相寺

籠神社
至伊
根

至
に
し
ま
い
づ
る

国道
178
号

智
恩
寺至

と
よ
お
か

国道
178号

府
館料資土郷後丹

立

ふるさとミュージアム丹後（府立丹後郷土資料館）（　 0772 - 27 - 0230）〈お問い合わせ先〉

　

京
都
府
で
は
、
親
子
参
加
型
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
地
域
文
化
を
学
習
す
る
機
会
と
世
代
間
交
流
の

場
を
提
供
し
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
昔
な

が
ら
の
方
法
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
は
？

・「勾玉を作ろう～勾玉作りに挑戦～」

　　　　7月30日・31日（各日 午前・午後の部）　
　　　　160人（各回40人）　

・「そばを作ろう～耕作・種まきから刈り取り、

　石臼挽き・そば打ち～」（全6回）　
      　　①草刈り7月23日 ②焼畑8月6日
　　　　③種まき8月20日 ④刈り取り10月29日
　　　　⑤脱穀11月12日  ⑥そば打ち12月18日
            30人　　
　　
・「凧作りと正月行事～紙すきから和凧作り、

　凧揚げ大会・餅つき大会～」（全３回）

　　　　①紙すき12月3日  ②凧作り12月17日
　　　　③凧揚げ大会・餅つき大会1月7日　
　　　30人
　　
・「和カンジキ作り～材料の刈り取り、

　皮剥ぎ・成形、形組み～」（全3回予定）　
　　　　10月以降　
　　　　30人　

　　　　
「
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム 

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
は
、
世
代
を
超
え

た
ふ
れ
あ
い
交
流
と
地
域

文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
年
で
15
回
目

を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
約

３
０
０
人
も
の
親
子
が
も

の
づ
く
り
体
験
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
の
「
勾
玉

作
り
」・「
そ
ば
作
り
」・「
凧

作
り
と
正
月
行
事
」
に
加
え

て
、
新
た
に
「
和
カ
ン
ジ
キ

作
り
」
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

親
子
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　
　

募　集　内　容
　　募集案内は小・中学校に配布しますので、
　　要項に従って申し込んでください。

和
カ
ン
ジ
キ
は
、
雪

の
多
い
丹
後
で
必
須

の
道
具
で
し
た

　各体験の参加費用は、材料代(500円～1000円程度)が
　必要です。参加者多数の場合は抽選により決定します。

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

京都府の
ひろば
Since 2008.09

京都府の
ひろば
Since 2008.09

141日141日
（6月10日現在）

開催まであと

国民文化祭・京都2011

マスコットキャラクター
PR隊長 「まゆまろ」

今
年
は
「
和
カ
ン
ジ
キ
」

作
り
に
も
挑
戦　

和凧作りでは、楮を砕き（写真右）、紙すき（写真左）をして紙の凧を作ります

日程
定員

日程
定員

日程

定員

日程

定員 

いし

は

もち

たこ

まが　たま

か

ひうす

わだこ こうじ
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ご
意
見
箱
か
ら

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

　
「
故
郷
」―
。何
と
い
う
懐
か
し
い
言
葉
で
あ

ろ
う
。故
郷
を
離
れ
て
久
し
い
私
に
と
っ
て
、

少
年
時
代
の
想
い
出
は
、ま
た
と
な
い
私
の
人

生
の
宝
な
の
だ
。長
い
人
生
の
な
か
で
少
年
の

日
の
想
い
出
は
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
。

　

私
は
、大
正
10
年
に
竹
野
郡
溝
谷
村（
現
・

弥
栄
町
溝
谷
）で
生
ま
れ
た
。小
学
校
卒
業
後

は
進
学
の
た
め
、宮
津
、

東
京
で
学
生
生
活
を
送

り
、太
平
洋
戦
争
復
員
後
は
京
都
府
庁
に
入

庁
し
、定
年
ま
で
勤
め
た
。

　

退
職
後
は
企
業
診
断
士
、行
政
書
士
と
し

て
、第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。

　

私
の
父
は
教
育
者
で
、そ
の
教
育
環
境
は

厳
し
か
っ
た
。し
か
し
、余
暇
に
は
、無
心
に

当
時
の
美
し
い
山
野
を
駆
け
巡
り
、雪
が
積

も
れ
ば
ス
キ
ー
に
熱
中
し
た
。四
季
を
通
じ

新
鮮
な
野
菜
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、現
在
の

健
康
の
源
泉
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

毎
年
故
郷
の
季
節
は
巡
り
、春
に
は
溝
谷

橋
の
た
も
と
の
桜
が
ら
ん
ま
ん
と
咲
き
誇
り
、

電
飾
に
映
え
る
夜
景
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

夏
に
は
溝
谷
橋
上
の
川
風
の
涼
が
、近
所
の

人
た
ち
の
和
や
か
な
社
交
場
で
あ
っ
た
。秋

に
は
溝
谷
神
社
の
祭
礼
が
あ
り
、翌
日
は
村

民
運
動
会
が
催
さ
れ
た
。そ
れ
が
終
わ
れ
ば
、

村
民
た
ち
は
実
り
の
収
穫
農
作
業
に
忙
殺

さ
れ
る
。

　

冬
の
12
月
14
日
は
、青
年
団
の
赤
穂
浪

士
の
忠
節
を
た
た
え
る
演
劇
「
義
士
会
」

が
公
会
堂
で
演
じ
ら
れ
た
。そ
の
〝
玄
人

は
だ
し
〞
の
熱
の
こ
も
っ

た
名
演
技
に
、
村
人
た
ち

は
感
嘆
と
感
動
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
の
ど
か
な
春
夏
秋

冬
の
行
事
と
は
別
に
事
件
が
発
生
し
た
。昭

和
２
年
３
月
７
日
、午
後
６
時
27
分
、丹
後

地
方
を
襲
っ
た
丹
後
大
地
震（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
３
、死
者
２
９
２
５
人
）。突
然
海

鳴
り
の
よ
う
な
響
き
と
同
時
に
グ
ラ
グ
ラ

と
激
震
が
走
り
家
が
揺
れ
動
い
た
。電
灯
が

消
え
て
漆
黒
の
闇
と
な
っ
た
。

　
「
地
震
だ
」。父
は
私
を
背
負
い
雪
明
か
り

の
道
を
駆
け
出
し
た
。関
東
大
震
災
の
光
景

を
絵
本
で
知
っ
て
い
た
が
、寒
さ
と
怖
さ
で

震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。そ
の
と
き
の
恐

怖
は
、い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
で
あ

る
。

追
憶
の
扉
を
開
く

昭
和
３
年
4
月
、溝
谷
尋
常
高
等
小
学
校
入
学
時（
当
時
７
歳
）

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

ふるさと
おうえんだんわ

応援団応援団応援団
ふるさとふるさとふるさと

福
田
川
河
口
付
近
の

　
　
　

不
法
係
留
に
対
す
る
指
導
は

み
ん
な
の

声

　

網
野
町
の
福
田
川
河
口
付
近
に
係
留
さ
れ

て
い
る
船
舶
は
、ほ
と
ん
ど
が
不
法
係
留
と
聞

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

　

福
田
川
の
管
理
者
で
あ
る
府
丹
後
土
木
事
務

所
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、河
口
付
近
か
ら
上
流

に
か
け
て
86
隻
の
放
置
艇
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
放
置
艇
を
な
く
す
た
め
、「
京
都

府
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
対
策
協
議
会
」

で
は
、啓
発
看
板
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
な
ど
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
と
と
も
に
、

船
の
暫
定
係
留
の
可
能
性
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
【
建
設
部
管
理
課
】

　
「
男
性
長
寿
世
界
一
」誕
生
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。４
月
19
日
の
朝
刊
で
知
り
ま
し
た
。

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、ほ
っ
と
す
る
ニ
ュ

ー
ス
で
す
ね
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
。

　
　
　
　
　
　
【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

　

木
村
さ
ん
が
、男
性
長
寿
世
界
一
に
な
ら
れ

た
と
の
報
道
に「
健
康
大
長
寿
の
ま
ち
・
京
丹

後
市
」を
目
指
す
本
市
と
し
て
、と
て
も
喜
ば

し
く
、ま
た
、誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
長
寿
を
お
祝
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。（
本
紙
５
月
号
で
紹
介
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
福
祉
課
】

▼
５
月
号
の
京
丹
後
人
⑬
の「
レ
ス
ト
斯
城
お

ば
ち
ゃ
ん
ス
タ
ッ
フ
」心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
で
も
知
ら
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
気
付
く
。広
報
き
ょ
う

た
ん
ご
は
い
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
20
代
・
男
性
】

▼
私
は
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
と
誕
生
日
が
同

じ
で
す
。
木
村
さ
ん
の
年
齢
ま
で
に
は
、半

世
紀
以
上
も
…
。な
ん
だ
か
未
来
に
希
望
が

出
て
き
ま
し
た
！　
【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
久
美
浜
一
区
の
街
並
み
は
、か
つ
て
郵
便
配

達
で
お
世
話
に
な
っ
た
場
所
で
す
。過
ぎ
し

日
の
〝
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〞
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
5
月
号
で
、毎
日
歩
い
て
い
る
地
元
の
久
美

浜
一
区
が
特
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。写
真
っ

て
す
ご
い
！
い
つ
も
の
風
景
を
四
角
に
切
り

取
る
と
こ
ん
な
に
素
敵
だ
っ
た
ん
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。記
事
を
読
ん
で
二
度
び
っ

く
り
！
た
く
さ
ん
あ
る
中
途
半
端
な
三
差
路

は
城
下
町
の
名
残
だ
っ
た
ん
で
す
ね
…
。車

で
は
ち
ょ
っ
と
困
る
こ
と
多
い
で
す
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
昔
「
ス
ポ
ー
ツ
一
家
」
と
い
わ
れ
て
い
た
わ

が
家
も
今
は
で
き
な
く
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
記
事
を
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。ス

ポ
ー
ツ
の
で
き
る
か
た
は
思
い
切
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
相
変
わ
ら
ず
レ
ス
リ
ン
グ
が
熱
い
で
す
ね
。

暖
か
く
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
時
季
に

な
り
ま
し
た
。若
い
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。　
　
　
【
大
宮
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
情
報
豊
か
な
広
報「
き
ょ
う
た
ん
ご
」。毎
月

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。特
に
表
彰
の
コ
ー

ナ
ー
は
念
入
り
に
読
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

図
書
館
だ
よ
り
で
紹
介（
大
人
向
け
）し
て

い
る
本
を
読
ん
で
み
た
い
で
す
。「
心
の
栄

養
」と
し
て
。　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
K
T
R
）が
開
業
21

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。僕
は
、K
T
R
で
通

学
し
て
い
る
の
で
、と
て
も
大
切
な
鉄
道
で

す
。今
、K
T
R
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、沿
線
地
域
の
住
民
が
一
人
で
も
多

く
K
T
R
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
市
報
で
K
T
R
の
現
状

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
10
代
・
男
性
】

▼
「
み
ん
な
で
K
T
R
を
考
え
る
住
民
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」（
５
月
22
日
開
催
）に
参
加
し
ま

し
た
。
K
T
R
の
現
状
報
告
の
説
明
を
聞

い
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、私
た
ち

自
身
が
ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要

だ
」と
感
じ
ま
し
た
。【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
5
月
号
の
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
の「『
地
域
の

足
』確
保
へ
検
討
開
始
」を
読
ん
で
、マ
イ

カ
ー
通
勤
を
や
め
て
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
利
用
す
る

べ
き
で
す
。　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
１
歳
の
娘
に
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
を
見
せ
て
あ

げ
た
い
の
で
、ふ
れ
あ
い
広
場
に
行
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。【
大
宮
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
広
報
ク
イ
ズ
に
応
募
し
ま
し
た
。そ
の
初
め

て
の
応
募
が
当
選
と
は
…
。こ
ん
な
こ
と
に

な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
た
だ
た
だ
驚
き

ま
し
た
。小
学
生
の
こ
ろ
母
が
読
ん
で
い
た

婦
人
雑
誌
の
ク
イ
ズ
に
当
選
し
「
24
色
ク

レ
ヨ
ン
」を
も
ら
い
ま
し
た
。学
校
で
み
ん

な
に
う
ら
や
ま
し
が
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。美
し
い
図
書
カ
ー
ド
、記
念
に

と
っ
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
80
代
・
女
性
】

り
ょ
う

く
ろ
う
と

行待　明夫さん（89歳）
ゆきまち あき お

京都市北区在住
弥栄町溝谷出身
京丹後ふるさと応援大使

せ
つ

ち
ゅ
う

ろ
う

こ
う

あ

ぼ
う
さ
つ

府
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
対
策

協
議
会
で
対
策
を
進
め
ま
す

し

し
っ
こ
く

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　

男
性
長
寿
世
界
一
に

と
て
も
喜
ば
し
く
、
広
報
き
ょ
う
た

ん
ご
５
月
号
で
、
ご
紹
介
し
ま
し
た

ぎ

し

　平成13年12月から峰山町民児協
の副会長に就任。会長を補佐し協
議会の発展に寄与するなど、その
功績が評価されました。

岡
田  

佐
代
子 

さ
ん

　
　
（
峰
山
町
杉
谷
）

お
か 

だ

こ

【元民生委員・児童委員】

　平成19年12月から久美浜町民児
協の副会長に就任。会長を補佐し
協議会の発展に寄与するなど、そ
の功績が評価されました。

岩
�  

啓
子 

さ
ん

（
久
美
浜
町
関
）

い
わ
さ
き

け
い 

こ

【元民生委員・児童委員】

　平成16年12月から久美浜町民児
協の会長に就任。専門部会の確立
など協議会の発展に寄与するなど、
その功績が評価されました。

厚生労働大臣特別表彰
（社会福祉功労）

安
田  

�
一 

さ
ん

（
久
美
浜
町
葛
野
）

や
す 

だ

り
ゅ
う

【元民生委員・児童委員】

　20年以上にわたり、丹後町間人
海岸の清掃美化活動に尽力。
　「海」の汚れに心を痛め、積極的
に海岸のごみ回収を行っています。
その姿は、他の模範となるなど、
その功績が評価されました。

全国海岸協会
海岸功労者表彰（個人）日本河川協会　河川功労者表彰（団体）

丸
山  

昇
次
郎 

さ
ん

（
丹
後
町
間
人
）

ま
る
や
ま

し
ょ
う

【漁業者】

　同会は昭和57年4月に設立。現
在14人で竹野川（大宮町森本～
丹後町間人・約6,000㍍）などの
清掃活動に取り組んでいます。
　平成18年から、上流域と下流

域の住民が一緒に、ゴムボート
やカヌーを使い、竹野川を清掃。
　河川の清掃などを通じて自然
保護に貢献するなど、その功績
が評価されました。

じ

ろ
う

い
ち

　平成元年12月から21年間にわたり、地域住民への相談、支援活動を推進してこ
られた皆さん。（注）「民児協」とは民生委員児童委員協議会の略です。

さ

よ

大
山
青
壮
年
会
（
丹
後
町
大
山
）

お
お
や
ま
せ
い
そ
う
ね
ん
か
い平

井 

隆
雄 

会
長

森本村づくり委員会と大山青壮年会、エコネット丹後が協力して、
竹野川の清掃活動を実施（平成22年8月）

ひ
ら 

い

た
か 

お
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平井嘉一郎文庫記念事業作文コンクール

　大宮町善王寺出身でニチコン株式会
社（本社・京都市）の創業者・故平井嘉一
郎さんを顕彰する作文コンクール。今年
で2回目。
　作文コンクールの発表会と表彰式が4
月29日、アグリセンター大宮で行われ、
大宮町内の小学４～６年生から316点が
応募。そのうち10点が入選し、金賞に大
宮第一小５年の西垣竜馬君、銀賞に大宮
第一小５年の中村明日香さん、銅賞に大
宮第三小６年の蒲田貴澄さんの作文が
選ばれました。

故平井嘉一郎さんの妻・信子さん（前列右から３人目）と入賞
者の皆さん

豪
商
稲
葉
本
家
な
ど
街
並
の
整
備
事
業
を
推
進

み ん な の広場

医
師
に
な
っ
て
医
療
格
差
な
く
す

第2回　平井嘉一郎　作文コンクール

西垣  竜馬 君
にしがき りゅう ま

【大宮第一小5年】

　

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
町
は
、京
都
府
の
北
部
に

あ
り
自
然
が
豊
か
で
水
も
き
れ
い
な
暮
ら
し
や

す
い
町
で
す
。食
べ
物
も
お
い
し
く
て
、海
や
山
に

恵
ま
れ
て
、ぼ
く
は
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。で
も
、

そ
ん
な
町
で
、ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
悲
劇
は

起
き
ま
し
た
。

　

寒
く
雪
が
い
っ
ぱ
い
積
も
っ
た
あ
の
日
、テ
レ

ビ
の
映
り
が
悪
か
っ
た
の
で
、お
父
さ
ん
と
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
が
屋
根
に
上
っ
た
の
で
す
。足
元
が

す
べ
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
屋
根
か
ら
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。す
ぐ
に
救
急
車
で
近
く
の
病
院
に

搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、頭
部
を
強
打
し
て
い
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、一
日
た
っ
て
も
、意
識
は
戻
ら
ず
、

二
日
、三
日
と
す
ぎ
て
い
き
、よ
う
や
く
十
七
日
目

で
戻
り
ま
し
た
。意
識
が
戻
っ
て
も
、食
事
は
口
か

ら
取
れ
ず
に

い
ま
し
た
。

訓
練
を
す
れ

ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
け
れ
ど
、リ
ハ
ビ
リ
を
す

る
人
が
い
な
い
と
い
う
理
由
で
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。ぼ
く
の
家
族
は
何
と
か
し
て
助
け
て
も
ら

い
た
い
と
京
都
市
内
の
病
院
に
助
け
を
求
め
に

行
き
ま
し
た
。車
で
二
時
間
半
も
か
か
る
そ
の
病

院
は
、地
元
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

こ
と
わ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ

っ
て
受
け
ら
れ
る
医
療
に

差
が
あ
る
の
で
す
。ぼ
く
は

不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

が
い
て
も
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。田
舎
に
住
ん

で
い
る
人
は
緊
急
の
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
思
い
ま
す
。

　

高
度
な
医
療
技
術
の
あ
る
病
院
は
都
市
に
集

中
し
て
い
ま
す
。地
方
で
は
、病
院
が
小
さ
く
な
っ

た
り
閉
鎖

し
た
り
し

て
い
る
の

で
す
。元
気
に
の
ん
び
り
と
自
然
に
ふ
れ
て
生
活

し
て
い
る
時
に
は
考
え
も
し
な
い
こ
と
だ
け
ど
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
不
自
由
な
体
で
、一
生
懸
命
に

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、何
と

か
し
て
変
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
と
、思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

丹
後
や
北
部
地
方
は
医
師
不
足
で
、市
内
か
ら
、

医
師
の
方
々
が
通
っ
て
月
に
一
度
の
診
察
し
か

な
い
と
い
う
話
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
き
ま

し
た
。も
っ
と
多
く
の
医
師
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ぼ
く
は
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
診
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、医
師
に
な
り
た
い
で
す
。医

師
に
な
っ
て
、あ
の
日
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
、助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め

に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、地
方
に
い
る

か
ら
で
き
な
い
で
は
な
く
て
、地
方
に
い
て
も
す

ぐ
に
必
要
な
手
術
が
で
き
る
医
師
、高
度
な
先
進

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、他
の
病
院
や
医
師

と
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
医
師
を
め
ざ
し
た
い
。

そ
う
い
う
医
師
の
い
る
町
が
本
当
に
安
心
し
て

住
め
る
町
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
町
が
、小
さ
な

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、安
心
し
て
住
め
る

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。少
し
で
も
そ
の
役
に

立
て
る
よ
う
に
、ぼ
く
は
勉
強
を
た
く
さ
ん
し
て
、

本
を
山
の
よ
う
に
読
ん
で
医
師
に
な
る
た
め
に

精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
」

作
文
タ
イ
ト
ル

金金 賞賞 作作 品品

（
一
部
表
記
を
変
更
し
て
い
ま
す
）

▼
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援

は
、市
民
や
職
員
に
と
り
ま
し
て
も
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
と
活
力
の
あ
る
元
気

な
会
津
若
松
市
」を
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
す

た
め
、市
民
一
丸
と
な
り
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。（
５
月
18

日　

福
島
県
会
津
若
松
市　

菅
家
一
郎
市
長
）

▼
当
施
設
の
災
害
に
対
し
早
々
の
ご
支
援
物
資

を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。道
路
事
情
、

燃
料
不
足
も
重
な
り
職
員
の
疲
弊
が
心
配
で

し
た
が
、皆
様
の
心
温
ま
る
支
援
の
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
何
と
か
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
５
月
17
日　

宮
城
県
東
松
島
市　

介
護
老
人

保
健
施
設
さ
つ
き
苑　

内
海
正
晴
施
設
長
）

▼
こ
の
た
び
は
私
ど
も
南
相
馬
市
民
の
た
め
に

早
急
に
物
資
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
震
災
で
、

本
当
に
人
の
優
し
さ
に
ふ
れ
、感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
も
５
月
末
で
閉
鎖

さ
れ
る
予
定
で
、こ
こ
か
ら
二
次
避
難
所
に
移

動
さ
れ
る
か
た
、取
手
市
に
新
し
く
住
ま
い
を

構
え
る
か
た
、道
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
こ
の
ご

恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
　
「
ガ
ン
バ
レ
日
本
！
ガ
ン
バ
レ
東
北
！
ガ
ン

バ
レ
福
島
」。こ
の
言
葉
を
合
言
葉
に
い
つ
か

必
ず
故
郷
、南
相
馬
市
に
帰
っ
て
来
た
い
と
思

い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
５
月
12
日　

福
島
県
南
相
馬
市
立
総
合
病
院

　

看
護
師
）

▼
絶
望
の
ふ
ち
に
立
っ
た
市
民
に
、生
き
る
力
と

再
び
立
ち
上
が
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。皆
様
の
心
温
ま
る
ご
厚
情
に
対
し
市
民
を

代
表
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
４

月
28
日　

岩
手
県
大
船
渡
市　

戸
田
公
明
市

長
）

▼
貴
市
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
支
援
物
資
は
、被

災
者
支
援
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。こ
の
た
び
の
お
心
遣
い
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
４
月
27
日　

岩
手
県
盛
岡
市　

谷
藤
裕
明
市
長
）

▼
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
岩
瀬
地
方
が
一
瞬

に
し
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
、無
惨
な
姿
に
変

わ
り
果
て
ま
し
た
。ご
利
用
者
の
方
々
や
職
員

が
い
ま
だ
だ
震
災
の
恐
怖
か
ら
抜
き
れ
ず
、肉

体
的
、精
神
的
に
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か
大

事
な
時
期
に
あ
り
ま
す
。義
援
物
資
を
い
た
だ

き
、皆
様
の
お
気
遣
い
、温
か
い
お
心
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
５
月
１
日　

福
島
県
須
賀
市　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

い
わ
せ
長
寿
苑　

矢
部
周
蔵
施
設
長
）

▼
ご
支
援
の
品
々
、拝
援
致
し
、京
丹
後
市
の
皆

様
を
力
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。感
謝
申
し
上

げ
ま
す（
３
月
19
日　

福
井
県
相
馬
市　

立
谷

秀
清
市
長
）

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
や
感
謝
の
声

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
や
感
謝
の
声

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
か
た
が
た
に
対
し
、本
市
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、積
極
的
な
支
援
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

の
輸
送
を
は
じ
め
、消
防
職
員
や
保
健
師
、給
水
支
援
職
員
な
ど

に
よ
る
現
地
で
の
支
援
活
動
に
対
し
、被
災
地
か
ら
お
礼
や
感

謝
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

道
に
倒
れ
込
ん
だ
お
年
寄
り
を
助
け
、人

命
救
助
に
貢
献
し
た
と
し
て
５
月
31
日
、野

間
小（
弥
栄
町
・
小
牧
健
也
校
長
）の
児
童

３
人
に
京
丹
後
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

３
人
は
６
年
の
久
江
渓
太
君
と
５
年
の

吉　

礼
美
さ
ん
、３
年
の
彩
さ
ん
姉
妹
。

　

５
月
12
日
の
下
校
中
、前
方
を
歩
い
て
い

た
男
性
が
、突
然
、道
路
に
倒
れ
る
の
を
目

撃
。す
ぐ
に
駆
け
寄
り
男
性
の
状
態
を
確
認
。

久
江
君
は「
大
丈
夫
で
す
か
」な
ど
と
声
を

か
け
続
け
、吉　

さ
ん
姉
妹
は
、助
け
を
求

め
に
学
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。３
人
の
連
携

プ
レ
ー
で
、救
急
車
が
到
着
し
病
院
へ
搬
送
。

後
で
男
性
の
無
事
を
確
認
す
る
と
、３
人
は

「
無
事
で
よ
か
っ
た
」と
ほ
っ
と
し
た
様
子

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

野間小児童　京丹後署から感謝状 

人
命
救
助
に
貢
献

感謝状を手に取り笑顔をみせてくれた児童ら。（前列左から久江君、
吉　彩さん、礼美さん）

久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

し
の

た
ち 

や

ひ
で
き
よ

き
み
あ
き

 

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
「
久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」（
友

松
祐
也
会
長
）が
５
月
24
日
、今
年
度
の「
ま

ち
づ
く
り
功
労
者
」（
団
体
）と
し
て

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
や
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結

を
行
い
、「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」

に
よ
る
町
家
の
修
景
改
修
を
推
進
す

る
な
ど
、地
域
の
魅
力
向
上
や
活
性

化
に
貢
献
。ま
た
、日
本
風
景
街
道
の

活
動
団
体
へ
の
参
画
や
京
都
府
景
観

資
産
登
録（
今
年
１
月
）な
ど
の
取
り
組
み

を
展
開
し
、地
域
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。（
本
紙
の

今
年
５
月
号
で
協
議
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
）

れ

み

お
お
ふ
な

し

と

け
い 

た
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とも こ とおる

りょうだちあ

母：朋子さん　父：徹さん
（久美浜町栃谷）

安達　諒ちゃん（男の子）
4月生まれ・3,910グラム

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶ
ご家族の姿を紹介します。詳しくは秘書広報広聴課「生命
の絆」係まで　《お問い合わせ》　　69－0110

母：美咲さん　父：智哉さん
（網野町網野）

志水 優種ちゃん（女の子）
4月生まれ・2,528グラム

み さき とも や

う たし みず

母：美豊子さん　父：政典さん
（弥栄町芋野）

金森 琴葉ちゃん（女の子）
5月生まれ・3,038グラム

み ほ こ まさのり

こと はかなもり

母：美奈さん　父：憲保さん
（大阪府和泉市／母の実家：網野町塩江）

杉本 奏ちゃん（女の子）
4月生まれ・2,318グラム

み な のりやす

かなですぎもと

年齢を問わず一緒にフットサルをする参加者 体をいっぱいに使って玉入れに挑戦する子どもたち　 

力
強
く
パ
ド
ル
を
漕
ぐ
選
手
た
ち

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
プ
レ
ー
す
る
参
加
者

生まれてきてくれてありがとう

　

５
月
８
日
、八
丁
浜
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク（
網
野
町
）

で
、「
絆
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
、

世
代
間
や
家
族
の
絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
網
野
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
３
団
体
が
主
催
。約
７
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、守
屋
祐
城
君（
12
）、引
野
昇
真
君（
15
）、

山
下
太
希
君（
17
）の
３
人
が
小
中
高
生
を
代
表
し
て

「
家
族
の
絆
、仲
間
の
絆
、地
域
の
絆
を
大
切
に
し
て
、

成
長
し
ま
す
」と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

網
野
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
・
河
田
貴
之
さ
ん

は
、「
技
術
の
指
導
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
貴
重

な
場
。楽
し
み
な
が
ら
多
く
の
か
た
と
交
流
で
き
、絆

が
深
め
ら
れ
て
あ
り
が
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
絆
フ
ェ
ス
タ
」に
７
０
０
人

　

５
月
14
日
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー

競
技
場
で
、
小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ

ア
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
春
季
大
会

が
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
約
50
人
が

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

（
注
）右
表
の
Ｋ
１
は
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
、Ｋ
２
は

カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
、Ｃ
１
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル

を
表
す
。ま
た
、和
ジ
は
Ｂ
＆
Ｇ
和
知
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ

ー
チ
ー
ム
、和
は
和
知
中
学
校
、久
ジ
は
久
美
浜
ジ
ュ

ニ
ア
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
、久
は
久
美
浜
中
学
校
を
表
す
。

〈
結
果（
各
組
１
位
）〉敬
称
略　
　

男
子
Ｋ
１　

小
４
以
下
の
部
・
上
田

怜
苑（
和
ジ
）／
小
５
、６
の
部
・
上

田
大
賀（
和
ジ
）／
中
１
の
部
・
安
井

光
太
朗（
久
）／
中
２
、３
の
部
・
村

野
武
広（
久
）男
子
Ｋ
２　

中
２
、３

の
部
・
村
野
武
広
、浦
野
亮
太
ペ
ア（
久
）

男
子
Ｃ
１　

服
部
友
哉（
久
）

女
子
Ｋ
１　

小
４
以
下
の
部
・
和
田

果
奈
実（
久
ジ
）／
小
５
、６
の
部
・

小
西
風
花（
久
ジ
）／
中
１
の
部
・
埋

金
楓（
久
）／
中
２
、３
の
部
・
堀
真

由
香（
和
）女
子
Ｋ
２　

中
２
、３
の

部
・
堀
真
由
香
、梅
原
佐
公
ペ
ア（
和
）

　
５
月
17
日
、大
山
山
村
広
場（
丹

後
町
）
で
、
第
16
回
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

22
チ
ー
ム
の
頂
点
に
輝
い
た

の
は
、
川
上
チ
ー
ム
（
久
美
浜
町
）

で
、
花
水
木
チ
ー
ム
（
峰
山
町
）

が
２
位
、
神
野
チ
ー
ム
（
久
美
浜

町
）
が
３
位
と
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
間
の

交
流
や
体
力
・
技
術
の
向
上
な

ど
を
目
的
に
、
京
都
府
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
合
京
丹
後
支
部
が
主

催
し
た
も
の
。
77
歳
以
上
の
か

た
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ム
に
、

１
３
０
人
余
り
が
参
戦
。
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

久美浜湾でジュニアカヌー春季大会

Ｇ
Ｓ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

川
上
チ
ー
ム
が
優
勝

も
り  

や     

ゆ
う  

き

ひ
き  

の   

し
ょ
う 

ま

だ
い  

き

ス
ポ
ー
ツ
で
世
代
間
の
交
流
深
め
る

京たんごスポーツ京たんごスポーツ京たんごスポーツ

たんすぽ
たんすぽ
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今月のおすすめ

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で5人のかたに
図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法

◆5月号の答え

6月で開局2周年を迎えた「FM○○○」79.4MHz
KTR宣言のスローガン「乗ってつなごう、未来の○○○たちへ」
久美浜の遊覧船、丹後のとび丸タクシー、網野の○○○船

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 
④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想やイラストなどを明記して、秘書広報広聴
課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、いただいた感想やイラストは広報紙に掲載す
ることがあります。　※⑥番目の項目も忘れず明記ください。

◆締め切り
6月24日（金）当日消印有効。当選者
の発表は来月号のこのコーナーで。

①114　②うなぎ　③ふれあい

◆5月号当選者
足立 弘子さん（峰山町四軒）
大久保 里美さん（丹後町間人）
小倉 幸子さん（大宮町三坂）
小西 みつ子さん（久美浜町）
堀 浪子さん（峰山町長岡）

応募総数26人、正解者数23人でした。
たくさんのご応募ありがとうござい
ました。

おめでとうございます！

島津地区
公民館

島津 663

53

元尾坂寺
宝篋印塔

蓮華寺

島津小学校

至
弥
栄

至
久
美
浜

7

（
網
野
町
島
津
）

▼
先
日
、「
み
ん
な
で
Ｋ
Ｔ
Ｒ（
北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
）を
考
え
る
住
民
参
加
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」に
本
市
を
は
じ
め
多
数
の
沿
線

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
を

巡
る
厳
し
い
経
営
状
況
や
困
難
な
課
題
を

広
く
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
〝
困
難
〞
と
い
え
ば
、か
つ
て
主
力
工

場
が
本
市
に
あ
り
、モ
ー
タ
ー
の
分
野
で

は
今
や
世

界
を
リ
ー

ド
す
る
日

本
電
産
㈱
の
永
守
社
長
さ
ん
が
、３
年
前

に
来
丹
さ
れ
た
講
演
の
中
で
、「
困
難
の
中

に
こ
そ
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」「
困
難

は
必
ず
解
決
策
を
一
緒
に
連
れ
て
く
る
」

「
そ
れ
故
、私
は
困
難
に
礼
を
も
っ
て
接
し
、

〝
困
難
さ
ん
〞
と
呼
ん
で
い
る
」と
座
右

の
信
念
を
披
露
さ
れ
、会
社
躍
進
の
真
髄

に
ふ
れ
る
思
い
で
大
変
感
銘
を
受
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

▼
今
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
巡
る
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
、私
た
ち
に
も
困
難
な
中
で
の
開

拓
的
、挑
戦
的
な
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
公
共
財
。一
事
業
体

と
し
て
の
経
営
の
自
律
性
も
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、道
路
と
あ
わ
せ
Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
あ

る
か
ら
多
く
の
人
が
住
め
、多
く
の
企
業

や
病
院
な
ど
も
立
地
し
、防
災
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
、さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
高
い
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
形
成

に
も
貢
献
し
ま
す
。経
営
の
効
率
性
の
問

題
を
は
る
か
に
超
え
て
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
の
公
益
的
な
便
益
を
運
ん
で
き
て
く
れ

る
、ま
さ
に
社
会
の
公
器
で
あ
り
ま
す
。

▼
現
在
の
困
難
な
状
況
の
中
で
、改
め
て
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
愛
し
く
か
け

が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
、そ
ん
な
価
値

の
共
有
を
広
げ
な
が
ら
ま
す
ま
す
利
用
を

進
め
、人
の
交
流
や
ま
ち
の
活
性
化
、環

境
と
調
和

す
る
ま
ち

づ
く
り
へ

の
絶
好
の
機
会
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
週
１
回
利
用
の
か
た
は
、さ
ら
に
加
え

て
週
１
回
。月
１
回
の
か
た
は
、さ
ら
に

月
１
回
。年
１
回
の
か
た
は
、さ
ら
に
年

１
回
。年
０
回
の
か
た
は
、ま
ず
は
年
１
回
、

と
〝
ワ
ン
モ
ア
〞
の
努
力
を
み
ん
な
で
し

ま
し
ょ
う
。

▼
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん
で
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
さ

ら
な
る
利
用
へ
と
歩
み
を
踏
み
出
し
、宝

を
未
来
に
万
全
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

さ
あ
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
！

困
難
は
解
決
策
を
一
緒
に
連
れ
て
く
る

京
丹
後
市
長　

中
山　

泰

市長エッセイ

和気　来
7

わ き いら泰いた

し
ん
ず
い

い
と

室
町
時
代
の
文
化
伝
え
る

4 月23日と29日に、峰山図書館、あみの図書館、
丹後図書室では「子ども読書の日」を記念して、
おはなし会を開催しました。大型絵本の読み聞
かせやパネルシアター、エプロンシアターなど
でおはなしを楽しんだ後、工作教室やおりがみ
教室も開催しました。和やかな雰囲気の中で、子
どもから大人まで、楽しい時間を過ごしました。

さねとうあきら／著　　（理論社）　

　　　
子
ど
も
の
と
き
に
た
く
さ

ん
の
良
い
本
に
出
会
い
、
読

書
を
楽
し
む
こ
と
は
、
子
ど

も
が
人
生
を
よ
り
深
く
生
き

て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
こ
と
で
す
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
普
及

に
よ
り
、
読
書
離
れ
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

読
書
活
動
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、「
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
定
め
ら
れ
、
４
月

23
日
が
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
　

こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で

は
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
、
日

常
の
生
活
の
中
に
読
書
を
取

り
入
れ
、
心
豊
か
な
毎
日
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
）

　

今
回
は
、
網
野
町
島
津
の
蓮
華
寺
に
あ
る

宝
篋
印
塔
を
紹
介
し
ま
す
。

　

宝
篋
印
塔
と
は
、
中
国
の
「
宝
篋
印
陀
羅
尼

経
」
と
い
う
お
経
を
納
め
た
供
養
塔
で
、
平
安

時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
造
ら
れ
始
め
ま
し

た
。

　

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
昭
和
39
年
に
全
戸
離

村
し
た
尾
坂
地
区
の
尾
坂
寺
か
ら
島
津
地
区

内
に
移
さ
れ
、
現
在

は
蓮
華
寺
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
尾
坂

地
区
は
、
網
野
町
三
津
の
網
野
最
終
処
分
場

か
ら
、
さ
ら
に
山
道
を
あ
が
っ
た
所
に
あ
り

ま
し
た
。

　

宝
篋
印
塔
は
、
基
礎
の
部
分
が
幅
55
㌢
、

全
体
の
高
さ
が
１
６
５
㌢
で
、
室
町
時
代
（
今

か
ら
５
０
０
年
ほ
ど
前
）
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
品
高
く
、
す
ぐ
れ
た
石

造
文
化
財
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
代
の

特
徴
（
笠
が
上
に
向
か
っ
て
６
段
、
下
に
向

か
っ
て
２
段
あ
り
、
隅
飾
は
輪
郭
付
の
二
弧

で
少
し
外
傾
し
て
い
る
）
を
よ
く
備
え
た
塔

と
し
て
学
術
的
に
も
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

　

尾
坂
寺
は
、
天
平
年

間
（
８
世
紀
）
に
始
ま

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
天
文
７
年
（
１
５
３
８
年
）
に
書
か
れ
た

『
丹
後
国
御
檀
家
帳
』
に
は
、「
お
さ
か
寺
中

の
坊　

大
な
る
城
主
な
り　

国
の
ゆ
み
や
と

り
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事

か
ら
、
戦
国
時
代
に
は
尾
坂
寺
が
城
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

尾
坂
地
区
の
離
村
に
よ
り
、
本
尊
の
観
音

菩
薩
立
像
（
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
）
は
徳

運
寺
（
丹
後
町
徳
光
）
へ
、
宝
篋
印
塔
は
蓮
華

寺
へ
と
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

宝
篋
印
塔
は
、
本
尊
の
観
音
菩
薩
立
像
と

と
も
に
、
尾
坂
寺
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な

資
料
と
し
て
昭
和
51
年
３
月
１
日
付
で
網
野

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
京
丹

後
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

学術的にも価値の高い宝篋印塔

　イタコのばばさまに「じょうるり」
を語って恩返しするきつねのおこん。
ばばさまときつねのやさしい気持
ちがひしひしと伝わり、読み手の
涙を誘います。喜びと悲しみが一
体となったストーリーは、本を閉
じても長く余韻が残ります。子ど

もさん、お孫さんに読み聞かせてほしい１冊です。

　幕府の隠密・一柳右近が、萩藩の
存亡に関わる密書を携えて死んで
いた。藩は、右近そっくりの身代わ
りを幕府に送り込み、幕府の意図
を詮索する。単なる身代わり役だ
った丑之介が、右近になりきろう
とする中で成長していく過程を描

いた作品。京丹後市出身の気鋭作家による長編力作。

三宅登茂子／著　　（廣済堂文庫）

　
　（
市
立
図
書
館
）

お
り
が
み
教
室
で
は
、
思
い
思
い

の
鯉
の
ぼ
り
を
つ
く
り
ま
し
た

読
書
が
で
き
る
環
境
を

「子ども読書の日」を記念しておはなし会を開催

なみだ

さつきよまご

こなが

とほん

せん さく

よ　いん のこ

たい

いっかなよろこ

て

さそ

よつた

き　も

おん がえかた

図書館だより図書館だより
◆開館時間／10時～18時 
                （峰山・あみののみ水曜は19時まで）
　　　　　　毎週月曜・毎月1日は休館日
                （土日祝日と重なる場合は翌日）

◆問い合わせ先／
            峰山図書館（　62-5101） 大宮図書室（　69-0672）
　　　　あみの図書館（　72-4946） 弥栄図書室（　65-2101）
　　　　久美浜図書室（　82-1771） 丹後図書室（　69-0664）

◆貸出／1人20点まで・2週間

6月図書館カレンダー

 5   6   7   8   9  10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30   1  2
 3   4   5   6   7   8   9 

日 月 火 水 木 金 土

問1
問2
問3
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篋
印
塔

も
と
　
お
　
　
さ
か
　
じ
　
　
ほ
う
　
き
ょ
う
い
ん
　
と
う

と
く

う
ん　

じ

ぼ　

さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

か
ん 

の
ん

て
ん
ぴ
ょ
う

す
み
か
ざ
り

く
に  

お   
だ
ん  
か  

ち
ょ
う

た
ん
ご
の

ほ
う
き
ょ
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心
の
絆
の
大
切
さ
伝
え
る
　

           

元
気
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　  

集まった70人と初夏の山歩きを楽しみ、笑顔を見せ
る茅織さん（5月21日、「mixひとびとtango2011」で）

　
「
弥
栄
町
和
田
野
に
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
る
」
と
聞
い
て
訪
ね
た
。
今
西
茅
織
さ
ん
（
86
）。

茶
道
の
師
範
と
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
伝

え
る
傍
ら
、
飾
ら
な
い
自
然
体
で
、
人
と
人
の
心

を
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
自
分
自
身
の

経
験
を
基
に
、
心
の
絆
の
大
切
さ
を
訴
え
る
。

　
大
正
生
ま
れ
の
茅
織
さ
ん
は
、
戦
時
中
に
少

女
期
を
過
ご
し
た
。
当
時
と
し
て
は
比
較
的
裕

福
な
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
が
、「
17
歳
の
と
き
、

福
知
山
の
土
木
会
社
の
社
長
宅
に
奉
公
に
出
ま

し
た
。
そ
れ
は
も
う
厳
し
く
つ
ら
い
毎
日
で
し

た
ね
」
と
振
り
返
る
。

24
歳
で
嫁
ぎ
、
農
業
に
従
事
し
て
家
族
を
支

え
た
。「
当
時
、
女
性
は
、
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
も
自
由
に
で
き

な
い
と
い
う
時
代
だ
っ
た
」
と
言

う
が
、
そ
れ
で
も
農
業
の
合
間
に

茶
道
を
習
っ
た
り
お
茶
花
を
摘

み
に
山
へ
足
を
運
ん
だ
り
し
た
。「
自

分
の
人
生
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
」と
、

婦
人
会
な
ど
地
域
の
活
動
も
積

極
的
に
こ
な
し
た
。

人
生
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
53

歳
の
と
き
。茅
織
さ
ん
は
重
い
病
に

倒
れ
、長
い
闘
病
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た

毎
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
克
服
。「
ス
イ
ス
村
マ
ラ

ソ
ン
大
会（
３
㌔
）に
も
挑
戦
し
、周
囲
の
人
た
ち

を
驚
か
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」と
笑
う
。

　
「
病
気
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
初
め
て
生
き

て
い
る
幸
せ
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
す
茅
織

さ
ん
は
、
平
成
18
年
、
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ウ
イ

ン
ズ
や
さ
か
野
」
を
設
立
。
竹
野
川
沿
い
の
水

辺
公
園
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
る
と
い
う
、

心
に
抱
い
て
い
た
夢
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
と

き
既
に
80
歳
を
超
え
て
い
た
。

　
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
４
時
代
に
生

ま
れ
た
人
々
が
今
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
せ

る
こ
と
は
、
何
物
に
も
替
え
難
い
幸
せ
な
こ
と
。

愛
す
る
家
族
を
戦
地
へ
と
送
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
女
性
の
心
情
を
思
う
と
今
で
も

心
が
痛
み
、
先
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
平
和

へ
の
祈
り
を
、何
ら
か
の
形
で
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」。
同
公
園
は
毎
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
〝
心
〞
を
表
す
〝
４
色
の
光
〞
に
包
ま

れ
る
。（
本
紙
１
月
号
で
紹
介
）

　

今
は
、
１
６
０
人
の
仲
間
と
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
文
化
祭
な
ど
で
、
手
作
り
の
お
菓
子
を
振

る
舞
っ
た
り
昔
の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

た
り
し
て
い
る
。
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
た
め
、
地
元
の
小
中
学
校
に
四
季
折
々
の
山

野
草
を
届
け
る
こ
と
も
欠
か
さ
な
い
。

　
「
山
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
言
う

茅
織
さ
ん
。
５
月
21
日
に
は
、
通
い
慣
れ
た
同

町
須
川
の
遊
歩
道
を
歩
く
催
し
を
企
画
。
集
ま
っ

た
70
人
と
初
夏
の
山
歩
き
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
こ
の
年
に
な
っ
て
、充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
」─
─
。
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負けるな東北！！　がんばれ東北！！　京丹後は全力で応援します
東北地方太平洋沖地震京丹後市災害支援対策本部

京
丹後
人

14

▼
今
年
も
、
半
分
を
折
り
返
し

ま
し
た
。
半
年
の
間
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
東
日
本
大
震
災
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
記
憶
に
は
っ
き

り
と
残
り
ま
す
。
過
去
の
教
訓

や
経
験
を
貯
え
、
今
を
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
梅
雨
の
時
季
に
入
り
ま
し
た
。

先
月
は
、
台
風
２
号
の
影
響
で

市
内
に
も
多
く
の
雨
が
降
り
ま

し
た
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
い
う
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の
電
池
の

準
備
。
さ
ら
に
、
避
難
経
路
、

避
難
場
所
を
今
一
度
、
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
の
梅
雨
が
抜
け
れ
ば
─
─
。

夏
が
待
っ
て
い
る
。
／
輝

今西 茅織さん（86歳）
弥栄町和田野

いま にし ち おり

「ウインズやさか野」会長

若者・よそ者・ばか者がまちをかえるひと ・人・ ヒト

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

人口・世帯数

男　　   29,377人
女　　   31,403人
計　　   60,780人
世帯数　22,225世帯

（＋15）
（－19）
（－4）
（＋47）

5月1日現在・カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。
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